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わ
が
国
の
総
人
口
は
、
今
後
急
速
に
減
少

し
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
が
見
込
ま

れ
る
中
、
地
方
圏
の
将
来
は
厳
し
い
も
の
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
圏
へ
の
人
口
流

出
を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
交
流

人
口
の
創
出
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
う
し
た
中
、
国
が
掲
げ
た
定
住
自
立
圏

構
想
に
呼
応
し
、
平
成
22
年
３
月
に
阿
南
市

が
中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
は
、
中
心
市
に
お
い
て
圏
域
全

体
の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
を
集
約
的

に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町
村
に
お

い
て
も
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
用
し
地
域
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
互
い
に
連
携
・
協

力
す
る
「
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え

方
で
、
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
考
え
方
に
基
づ
き
、
阿
南
市

と
隣
接
す
る
那
賀
町
、
美
波
町
で
定
住
自
立

圏
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
し
、
互
い
の
意
思

を
尊
重
し
た
具
体
的
・
有
効
的
な
役
割
分
担

に
よ
り
、
圏
域
内
の
住
民
が
安
心
し
て
定
住

で
き
る
活
力
あ
る
圏
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
平
成
23
年
３
月
に
阿
南
市
と
那
賀
町
、

美
波
町
と
そ
れ
ぞ
れ
圏
域
の
形
成
協
定
を
締

結
し
、
同
年
９
月
に
策
定
し
た
「
阿
南
・
那

賀
・
美
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
き
、
平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画

で
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
次
期
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
に
先
立
ち
、
本
年
３
月
25
日
に
阿
南
市

は
那
賀
町
、
美
波
町
と
の
既
存
協
定
の
変
更

協
定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
か
ね
て
か
ら

定
住
自
立
圏
に
つ
い
て
の
協
議
を
進
め
て
き
た

牟
岐
町
、
海
陽
町
と
の
新
た
な
枠
組
み
と
し

て
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
そ
れ
ぞ
れ
締

結
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
圏
域
が
１
市
４
町
に
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
「
南
阿
波
定
住
自
立
圏
」
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
と
も
に
、
本

市
を
中
心
市
と
す
る
定
住
自
立
圏
構
想
の
取

組
と
し
て
は
第
２
次
の
計
画
と
し
て
、
新
た

に
「
南
阿
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

【定住自立圏構想とは】
　地方圏において、安心して暮らせる地域を各地に形成し、地方圏から三大都市圏への人口流出を食い止め
るとともに、三大都市圏の住民にもそれぞれのライフステージやライフスタイルに応じた居住の選択肢を提
供し、地方圏への人の流れを創出するため、全国的な見地から推進されている構想です。「中心市」と「周
辺市町村」が、１対１の協定を締結することを積み重ね、圏域を形成します。
　具体的には、「中心市」の都市機能と「周辺市町村」の農林水産業、自然環境、歴史、文化など、それぞ
れの魅力を活用し、その集約とネットワーク化により、相互に役割分担し連携・協力していきます。
　このように、圏域全体で必要な生活機能を確保することにより、地域住民の命と暮らしを守り地方圏への
人口定住を促進する政策が定住自立圏構想です。

南
阿
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

～
住
む
人
、
来
る
人
の
「
心
」
を
つ
む
ぐ
、

や
す
ら
ぎ
と
活
力
の
「
光
」
あ
ふ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
幅
広
く

意
見
集
約

　
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会（
医

療
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
振
興
・
地
域
公
共

交
通
等
の
各
分
野
の
代
表
者
な
ど
１
市
４
町

か
ら
25
人
の
委
員
で
構
成
）
で
意
見
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
圏

域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
広
く
求
め
ま
し

た
。
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圏
域
構
成
市
町
の
概
況

阿
南
市　
富
岡
町
や
橘
町
に
は
市
街
地
が
形
成
さ

れ
、
産
業
が
盛
ん
で
、
阿
南
市
に
本
社
を
お
く
日
亜

化
学
工
業
株
式
会
社
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
製
造
量
を
誇
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
「
光
の

ま
ち
阿
南
」
の
取
組
は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
産
物
で
は
、
全
国
有
数
の
タ
ケ
ノ
コ
産
地
で

あ
る
と
と
も
に
水
稲
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
も
県
下
一
の
生

産
量
を
誇
り
、
水
産
物
で
は
鱧
の
漁
獲
高
が
日
本
有

数
で
す
。
ま
た
、
北
の
脇
海
水
浴
場
を
は
じ
め
、
伊

島
、
蒲
生
田
岬
、
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
の
「
太
龍

寺
」
や
「
平
等
寺
」
な
ど
観
光
資
源
も
豊
富
で
す
。

那
賀
町　
地
域
の
９
割
以
上
が
森
林
の
中
山
間
地
域

で
、
国
定
公
園
で
あ
る
剣
山
周
辺
で
は
貴
重
な
野
生

動
植
物
が
生
息
し
て
い
る
ほ
か
、
高
の
瀬
峡
や
剣
山

ス
ー
パ
ー
林
道
、
清
流
が
つ
く
る
大
釜
の
滝
な
ど
は

紅
葉
の
季
節
に
は
優
れ
た
景
勝
地
で
す
。
農
産
物
で

は
木
頭
ゆ
ず
を
は
じ
め
、
オ
モ
ト
、
ケ
イ
ト
ウ
、
茶

の
有
数
の
産
地
で
す
。
ま
た
、
町
内
の
各
集
落
に
現

存
す
る
45
の
農
村
舞
台
で
は
復
活
公
演
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

美
波
町　
古
く
か
ら
漁
業
が
中
心
で
、
漁
具
・
漁
法

が
発
達
し
、
延
縄
定
置
網
、
和
船
の
建
造
が
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。
良
質
な
漁
場
環
境
の
も
と
、
高
品
質

な
ア
ワ
ビ
や
伊
勢
エ
ビ
な
ど
魚
種
も
豊
富
で
海
産
物

の
豊
か
な
町
で
す
。
ま
た
、
観
光
地
と
し
て
大
浜
海

岸
、
田
井
ノ
浜
海
水
浴
場
、
千
羽
海
崖
や
四
国
八
十

八
箇
所
霊
場
第
23
番
札
所
「
薬
王
寺
」
な
ど
を
有
し
、

年
間
１
０
０
万
人
近
い
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

牟
岐
町　
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
の

白
眉
で
あ
る
景
勝
・
八
坂
八
浜
は
サ
ー

フ
ィ
ン
の
で
き
る
内
妻
の
浜
か
ら
海
陽

町
三
浦
の
浜
に
至
る
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
海
岸
線
で
、
整
備
さ
れ
た
国
道
に
よ

り
ド
ラ
イ
ブ
に
最
適
な
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
連
続
す
る
岬
と
入
り
江
の

美
観
は
、
白
砂
青
松
の
姿
を
昔
の
ま
ま

伝
え
、
新
旧
の
調
和
を
見
せ
て
い
ま
す
。

沖
合
い
に
は
自
然
色
豊
か
な
３
つ
の
島

（
出
羽
島
・
津
島
・
大
島
）
が
浮
か
び
、

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

海
陽
町　
北
部
・
西
部
に
あ
た
る
山
地

は
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
緑
豊

か
な
山
々
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
山
々
を
水
源
と
し
て
、
地
域
の
中

央
に
は
北
か
ら
南
に
海
部
川
が
、
南
部

で
は
西
か
ら
東
に
宍
喰
川
が
太
平
洋
に

流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

青
く
美
し
い
海
岸
は
室
戸
阿
南
海
岸

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
海
岸
は
数
々

の
岬
や
入
り
江
を
有
す
る
美
し
い
リ
ア

ス
式
海
岸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

太龍寺ロープウェイ

千年サンゴ

※人口：H27 国調人口（速報値）
　面積：国土地理院・全国都道府県
　市区町村別面積調（H27.10.1 現在）

那賀町
人口 8,407人
面積 694.98㎢

大浜海岸

美波町
人口 7,101人
面積 140.80㎢

牟岐町
人口 4,260人
面積 56.62㎢

光マンダラドーム

阿南市
人口　73,100人
面積　279.25㎢

轟の滝

海陽町
人口　9,285人
面積　327.65㎢

南阿波定住自立圏

【圏 域 合 計】　
人口　102,153 人
面積　1,499.30㎢
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事業計画は平成29年度から５年間
〝住む人、来る人の「心」をつむぐ、やすらぎと活力の「光」あふれるネットワーク ″ を将来像に掲げ、
それを実現するため、「生活機能の強化」「結びつきやネットワークの強化」「圏域マネジメント能力の強化」
の３つの政策と15分野からなる37事業が盛り込まれました。圏域の課題とその対応策を考察し、政策分
野ごとに１市４町の役割分担が示され、それぞれの関わり方が明記されています。
　本ビジョンは、８月25日に阿南市議会に報告を行い、市ホームページで公表しました。今後、幹事会
や担当者部会等で具体的な事業実施体制の調整や予算編成を行い、平成29年４月から事業着手します。
事業実施にあたっては、ＰＤＣＡ（Plan[計画]→Do[実行]→Check[評価]→Action[改善]）サイクルにより、
必要に応じて計画の見直しを行うこととしています。

①
生
活
機
能
の
強
化

医療

②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

地域資源を活用した地産地消の促進及びブランド化・６
次産業化、継業支援等による地域産業の持続・活性化1 地域医療啓発・連携等支援事業（保健センター）

2 医師確保対策事業（保健センター） 21 地元農水産物魅力アップ事業（農林水産課）

3 阿南医療センター整備支援等事業（保健センター） 移住交流の推進
福祉等 22 空き家情報の連携事業（定住促進課）

4 こども園等広域入所に関する連携事業（こども課） 23 婚活支援連携体制整備事業（定住促進課）

教育 24 定住促進啓発事業（企画政策課・定住促進課）

5 図書館相互利用促進事業（図書館） 観光ネットワークの拡充
6 図書館蔵書充実事業（図書館） 25 野球のまち阿南推進事業（野球のまち推進課）

産業振興 26 スポーツ大会交流促進事業（スポーツ振興課）

7 広域観光圏実現事業（商工観光労政課） 安全・安心
8 遍路道等文化財活用観光振興事業（文化振興課） 27 教育・啓発のための出前講座、講演会等の開催事業（市民生活課）

9 鳥獣被害防止対策事業（農林水産課） 28 阿南市消費生活センターの周知及び利用推進事業（市民生活課）

10 企業誘致広域プロジェクト事業（企業振興課） 公共施設の相互利用
11 産学官連携企業誘致等促進事業（企業振興課） 29 スポーツ施設相互利用促進事業（スポーツ振興課）

環境 30 火葬場使用料軽減事業（葬斎場）

12 竹資源等有効活用推進事業（農林水産課） 31 子育て支援センターの相互利用に関する連携事業（こども課）

大規模災害支援体制の充実 32 女性支援パートナーシップ事業（人権・男女参画課）

13 大規模災害時の相互応援支援体制整備事業（警防課） ③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

圏域内における人材育成
14 防災対策相互支援基盤整備事業（防災対策課） 33 職員人材育成事業（人事課）

15 災害時水道復旧相互応援体制の整備事業（防災対策課・工務課） 34 職員研修参加交流事業（人事課）

②
結
び
つ
き
や

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

地域公共交通 35 廃棄物の不法投棄撲滅に向けてのリーダー育成事業（環境保全課）

16 圏域内運行バス等公共交通調査研究事業（定住促進課） 36 成人大学講座連携事業（生涯学習課）

17 生活交通確保維持事業（定住促進課） 圏域内市町村の職員等の交流
道路等の交通インフラの整備 37 人事労務担当職員研修（交流）事業（人事課）

18 高速自動車道整備促進事業（特定事業推進課） ※取組事業名の後のかっこ内には、本市における主たる担当
部署名を表示しています。19 国道 55・193・195 号整備促進事業（土木課・特定事業推進課）

20 県道（主要地方道）整備促進事業（土木課）

南阿波定住自立圏共生ビジョン取組事業の一覧
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お
く
り
も
の

吉
井
小
学
校
へ

●
鉄
琴
１
台
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
３
台

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら
学

校
教
育
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
25
回
阿
南
市
活
竹
祭

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

日
時　

11
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分
頃

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
駐
車

場出
店
条
件　
出
店
は
阿
南
市
内
の

団
体
と
し
、
出
店
物
は
阿
南
市
の

特
産
品
を
主
と
す
る
こ
と
。ま
た
、

出
店
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
実
行
委
員
会

事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　
10
月
13
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
障
害・

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

申
請
期
間　
10
月
１
日
㈯
～
12
月

28
日
㈬
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。

支
給
対
象
者

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
：
平
成
28
年

１
月
１
日
現
在
阿
南
市
に
住
民
票

が
あ
り
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税

が
非
課
税
の
者
（
課
税
者
の
被
扶

養
者
や
生
活
保
護
受
給
者
等
は
除

く
）

▼
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
：
平
成
28
年
度
臨
時

福
祉
給
付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給

し
て
い
る
者
（
高
齢
者
向
け
給
付

金
受
給
者
は
除
く
）

支
給
額　
▼
臨
時
福
祉
給
付
金
：　

３
０
０
０
円
▼
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
給
付
金
：
３
万
円

※
対
象
者
に
は
9
月
下
旬
頃
、
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
添
付
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
と
給

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
さ

れ
る
方
は
申
請
書
に
添
付
が
必
要

な
書
類
（
本
人
確
認
書
類
お
よ
び

口
座
確
認
書
類
）
を
ご
確
認
い
た

だ
き
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

恋
す
る
灯
台 

～

　
「
未
来
を
照
ら
す
灯
台
が
、
ふ

た
り
の
道み

ち
し
る
べ標

に
な
る
。
ど
こ
ま
で

も
広
が
る
青
い
空
と
海
に
、
気
高

く
存
在
し
続
け
る
白
亜
の
塔
。
晴

れ
の
日
も
、
荒
れ
狂
う
嵐
の
日
も
、

大
海
原
を
照
ら
し
続
け
て
き
た
灯

台
の
光
は
、〝
人
生
の
道
標
〟
の

よ
う
で
あ
り
、〝
未
来
に
進
む
勇

気
〟
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
恋
に
悩
み
、
夢
に
迷
っ

た
と
き
灯
台
に
行
こ
う
。
愛
し
合

う
ふ
た
り
が
、
未
来
を
誓
い
合
う

と
き
、
灯
台
に
行
こ
う
。
そ
ん
な

夢
見
る
チ
カ
ラ
、
恋
す
る
チ
カ
ラ

を
与
え
て
く
れ
る
灯
台
を
〝
恋
す

る
灯
台
〟
と
呼
ん
で
み
る
。
未
来

を
照
ら
す
灯
台
が
、
ふ
た
り
の
道

標
に
な
る
」
こ
の
文
章
は
、
日

本
財
団
や
総
合
海
洋
政
策
本
部
、

国
土
交
通
省
の
旗
振
り
の
も
と
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
推
進
す
る

「
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日

本
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
協
会
と
日
本
財

団
が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
恋

す
る
灯
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

哲
学
で
す
。

　

こ
の
度
、
全
国
で
20
カ
所

の
「
恋
す
る
灯
台
」
が
認
定
さ

れ
、
私
た
ち
の
誇
る
「
蒲
生
田

岬
灯
台
」
が
選
ば
れ
、
阿
南
市

が
「
恋
す
る
灯
台
の
ま
ち
」
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
全
国
の
20
カ
所

の
灯
台
で
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム

制
作
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

デ
ー
ト
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
11
月
１
日
の
「
灯
台
の

日
」
連
携
企
画
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
に
阿
南
市
が
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

岬
と
は
海
に
突
き
出
た
陸
地
の
先

端
部
を
言
い
ま
す
が
、
蒲
生
田
岬
は

紀
伊
水
道
に
突
出
し
て
、
付
近
に
暗

礁
が
多
く
、
古
来
か
ら
航
海
の
難
所

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
数
々
の
遭
難

事
故
が
相
次
ぎ
、
こ
こ
に
灯
台
を
建

設
す
る
こ
と
は
緊
急
必
要
事
業
で
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
大
正
11
（
１
９

２
２
）
年
１
月
５
日
、
灯
台
建
設
期

成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
、
関
係
者
の

力
の
結
集
に
よ
り
、
当
時
の
総
工
費

７
３
２
３
円
88
銭
（
う
ち
椿
泊
漁
業

組
合
３
０
０
０
円
、
椿
村
１
０
０
０

円
、
郡
費
補
助
３
０
０
円
、
そ
の
他

寄
付
金
）
で
、
大
正
13
（
１
９
２

４
）
年
10
月
１
日
に
白
光
を
放
ち
ま

し
た
。

　

以
後
、
県
に
寄
付
さ
れ
、
現
在
は

海
上
保
安
庁
の
管
理
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

白
亜
の
灯
台
へ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
は
、「
波
の
詩う

た

」（
阿
南
市
在
住
大

津
文
昭
先
生
作
）
と
い
う
ハ
ー
ト
型

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
り
ま
す
。

　

青
い
海
と
白
い
波
が
奏
で
る
、
四

国
最
東
端
で
の
愛
の
叫
び
は
、
夜
の

と
ば
り
が
落
ち
れ
ば
、
灯
台
に
よ
る

愛
の
光
と
な
っ
て
、
は
る
か
雲
海
の

か
な
た
へ
届
く
で
し
ょ
う
。

　

恋
す
る
ふ
た
り
よ
、
い
ま
こ
そ
灯

台
の
も
と
へ
集
え
！

撮影：Jスカイフォトサービス
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国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
限
り
の
特
例
と

し
て
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く

は
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０

－

０
１
１

－

０
５
０
）
ま
た
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

１
５
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

　

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
は
、
本
市
に
あ
る
た
め

池
の
う
ち
、
一
定
規
模
（
受
益
面

積
が
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
つ
防
災
受

益
面
積
が
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
以
上

の
箇
所
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
で
た
め
池

が
決
壊
し
た
場
合
に
、
迅
速
か
つ

第
４
回

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

市
民
講
座

日
時　
10
月
25
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
高
齢
者
の
権
利
に
つ
い
て
」

講
師　
介
護
老
人
保
健
施
設　

阿

南
名
月
苑　

社
会
福
祉
士　

相
談

支
援
専
門
員　

北
條
誠
一
さ
ん

※
託
児
あ
り
。
10
月
17
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

平
成
29
年
阿
南
市
成
人
式

の
ご
案
内

日
時　

平
成
29
年
１
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
～
（
受
付
：
午
後
零
時

30
分
～
）

場
所　
市
民
会
館

※
く
わ
し
く
は
、
広
報
あ
な
ん
11

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
校
生
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
参
考
資

料
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
浸
水
す
る

の
か
、
ど
こ
に
避
難
経
路
や
場
所

が
あ
る
の
か
、
緊
急
時
の
連
絡
先

は
ど
こ
か
等
を
地
図
に
示
し
た
も

の
で
す
。

　

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
家
庭
や

地
域
で
避
難
経
路
や
場
所
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－
１
５
９
９
）
へ

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
と

は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

収
益
性
の
高
い
優
良
品
目
・
品
種

へ
の
転
換
や
園
地
整
備
等
、
前
向

き
な
取
組
を
行
う
担
い
手
や
産
地

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
同
事
業
を
活
用
し
て
優

良
品
目
・
品
種
へ
の
改
植
を
実
施

し
た
担
い
手
に
対
し
て
、
改
植
後

の
未
収
益
期
間
を
支
援
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
第
３
次
申
請
に
向
け

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
４
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
２
階

会
議
室

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課 

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

10月17日㈪～23日㈰は「行政相談週間」です。
市では、行政相談委員が無料で相談に応じます。
行政の制度や仕組みが分からないなど、お気軽
にご相談ください。秘密は固く守られます。

問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

～あなたの声をお聞きかせください～

行 政 相 談 週 間

開催日 時　間 場　所

10月19日㈬

  9:30～11:30 羽ノ浦公民館

  9:30～11:30 那賀川支所

13:30～15:30 中野島公民館

  9:30～11:30 見能林公民館

市内保幼小中の園児・児童・生徒による特技発表、屋外では
ミニＳＬやモノレールなどの乗り物がいっぱい。屋内外で石
のお絵かき、アテレコ体験、ビッグシャボン玉などで遊びま
しょう。

日時　10月23日㈰　9:30～14:00　※小雨決行
場所　那賀川スポーツセンター、那賀川社会福祉会館
内容　こどもの発表、こどもの遊び、こどもの実験・観察
　　　こどものものづくり、こどもの大型体験、特別イベント
※駐車場に限りがあります。公共交通機関をご利用ください。
※お子さまは上ぐつをご持参ください。
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

第14回
阿南市こどもフェスティバル 入場無料

今を輝き
未来へはばたけ
こどもたち!!
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室（
後
期
）

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
か
ら
。

お
互
い
の
仕
事
を
見
直
す
た
め

に
、
ま
ず
は
料
理
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
11
月
1
日
㈫
、17
日
㈭
、

12
月
２
日
㈮
、
13
日
㈫
、
22
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
12
月

22
日
㈭
は
７
０
０
円
。
材
料
費
と

し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
は
が
き
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
10
月
３
日
㈪
～
14
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針

進
捗
状
況
及
び
阿
南
市
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
に
基
づ
く

施
策
の
推
進
状
況（
28
年
度
版
）

を
公
表
し
ま
す

　

人
権
・
男
女
参
画
課
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

各
隣
保
館
、
各
教
育
集
会
所
で
そ

れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　
10
月
３
日
㈪
～
平
成

29
年
３
月
31
日
㈮　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
平
成
29

年
１
月
３
日
）
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

適
正
な
地
価
形
成
や
地
価
情
報

の
普
及
等
の
た
め
「
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
に
関
す

る
無
料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
３
日
㈪　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン

タ
ー
１
階　

産
業
開
発
室

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
２

３

－

７
２
４
４
）
ま
た
は
企
画
政

策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

◆法定検査
浄化槽を設置している場合は、法律により１
年に１回、放流水の水質検査を受検すること
が義務づけられています。
この検査は、徳島県知事が指定した機関である（公社）徳島県環境技術センタ
ーが実施しますので、通知があった場合は、必ず受検してください。今年度は、
10月12日㈬から21日㈮の期間で法定検査を実施します。
※浄化槽法改正（平成18年２月１日）により、未受検者には罰則規定が設け
られています。

◆保守点検
浄化槽の保守点検は、２～４カ月に１回以上実施しなければなりません。
この保守点検を行うためには専門的な知識や器具が必要ですので、県知事に登
録した専門業者に委託して実施してください。

◆清掃
浄化槽の清掃は１年に１回以上実施することが義務づけられています。市町村
長が許可した業者に委託してください。

問い合わせは　公益社団法人徳島県環境技術センター （☎088−636−1234）
　　　　　　　または市環境保全課（☎22−3413）へ

○阿南市中学校新人戦
　２日㈰、７日㈮

○第６回西日本あかつき野球大会
　８日㈯　11:00～
　９日㈰　9:00～

○野球観光ツアー
　15日㈯　10:00～
　　大阪ベイブルース（大阪府）
　　広島キューピーズ（広島県）
　22日㈯　13:00～
　　WBC（大阪府）

○第２回徳島県500歳野球大会
　16日㈰　9:00～
　23日㈰　9:00～

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

10月の日程

問い合わせは
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

10月１日は「浄化槽の日」です
年１回は浄化槽の水質検査を
受けましょう！

市総合防災訓練を実施

地域防災力などの向上を目的に、周辺住民の皆さ
まによる消火訓練や自衛隊・警察レスキューによ
る土砂災害家屋および被災車両からの救出訓練、
消防ヘリコプター・消防レスキューによる孤立者
救出訓練などを実施します。今回、新たに訓練全
般にドローンを活用します。
主会場では、災害時の法律相談、煙体験ハウス、
炊き出しなどの体験コーナーを実施しますので、
多くの方のご参加をお願いします。

日時　10月30日㈰　8:40～11:00　※小雨決行
場所　南部健康運動公園（桑野町） 
　　　主会場：円形多目的広場

問い合わせは　防災対策課（☎22−9191）へ
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阿
南
警
察
署
だ
よ
り

泥
棒
は
絶
え
ま
せ
ん
。
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
１
１
０
番
通
報
を
！

　

犯
人
を
逮
捕
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
す
ぐ
に
１

１
０
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
審
者
を
見
か
け
た
場
合

　

駐
車
場
や
家
の
中
を
の
ぞ
き
込

ん
で
い
る
者
が
い
れ
ば
、
窃
盗
犯

人
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
室
内
に
犯
人
が
い
る
場
合

　

犯
人
は
、
手
段
を
選
ば
ず
逃
走

し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
危
害
を
加

え
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
警
察
官
が
来
る
ま
で
は
、
室

内
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
盗
難
被
害
に
気
付
い
た
場
合

　

指
紋
等
の
痕
跡
は
犯
人
特
定
の

手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。
不
用
意

に
触
ら
ず
、
警
察
官
が
来
る
ま
で

現
場
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○わたしのハンドメイド　～10日㈷まで
○フェルトスイーツ＆パッチワーク小物　12日㈬～23日㈰
○ちりめん遊び“Ⅳ”四季を彩る五節句飾り
　25日㈫～11月６日㈰
■体験コーナー

○楽しくプリザーブドフラワーアレンジ
９日㈰　13:00～15:00　【申込締切日】７日㈮
【参加費】2,800円　【定員】10人【持参物】はさみ（あれば）

○ころころうさぎのストラップ
29日㈯　14:00～15:00【申込締切日】27日㈭
【参加費】300円　【定員】５人【持参物】はさみ

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

光 のまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

10月の催し

●教育長報告
　①夏期休業日中の児童生徒ならびに教職員の動向について
　②いじめ状況調査の結果について
　③いじめ継続指導中の学校訪問について
　④夏休み明けの生徒指導等について
　⑤市中学校陸上競技大会の結果について
●平成28年度全町運動会の日程等について（生涯学習課）
●平成28年度敬老会の日程等について（生涯学習課）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

８月定例会（８月24日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

246件（1,683）
0人（    3）
42人（227）

救 急 件　数
搬送人員

311件（2,348）
297人（2,279）

火 災 件　数
損害額

7件（  32）
2,453千円（15,263千円）

●阿南署管内平成28年８月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

突然ですが皆さん、「椿ママどる」、「魚っ SUN’s（うおっさんず）」という言葉を耳にした事があるでしょうか。
これらは椿地区で、地域を活性化するために活動しているグループ名です。「椿ママどる」は気軽に寄れる憩いの
場作りを目的に月に一度椿マルシェを、また「魚っ SUN’s」は魚食普及を目的に親子料理教室やエサやり体験な
どを行っています。この椿地区で、私も地域おこしの活動をしています。
私は大阪府出身で、年齢は25歳です。両親が徳島県出身で父親が椿泊町で育ちました。自分がこの地域で町おこ
しの活動をするとは、本当に不思議な縁を感じています。釣りやバーベキューをする同年代の親しい友人もでき、

趣味で始めたサーフィンでのつながりなど、日々人との出会いや縁に感謝しながら毎
日楽しく過ごしています。
地域おこしでキーワードとなるのが、「地域の一体感」と「情報発信」。私がパイプ役
として起爆剤となり、地域につながりが生まれる。また、情報交換をしていく中で良
いアイデアが生まれ地域一体となって取り組んで行く。こうした場作りが今後の課題
の一つです。また情報発信として現在ホームページを立ち上げている所ですが、まず
は１年を通して体験し、自分なりに感じた地域の魅力を伝えていきたいです。私の事
務所はかもだ岬温泉保養センターにあるので、いつでも遊びにいらしてください。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

助田 光穂さん
（椿地区）

vol. ３

椿

椿泊

蒲生田

伊島
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は
じ
め
に

　

近
年
、
障
が
い
者
福
祉
は
、
法
律
の
施

行
や
制
度
改
正
等
か
ら
急
激
に
進
展
し
て

お
り
、
障
が
い
の
範
囲
も
、
身
体
障
が
い
、

知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が

い
、
難
病
、
障
が
い
児
等
と
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

私
の
勤
め
て
い
る
、
障
が
い
者
支
援
施

設
「
淡
島
学
園
」
も
「
一
人
ひ
と
り
の
個

性
を
大
切
に
、
あ
た
り
ま
え
の
世
界
が
こ

こ
に
広
が
る
」
こ
の
言
葉
の
も
と
で
事
業

を
行
い
、
地
域
に
開
か
れ
た
、
風
通
し
の

良
い
施
設
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
淡
島
学
園
で
は
、

平
成
19
年
か
ら
、
障
が
い
が
あ
り
な
が
ら

地
域
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の
支
援
活
動

と
し
て
、
相
談
支
援
事
業
を
始
め
る
事
に

な
り
ま
し
た
。 社

会
福
祉
法
人　

阿
南
淡
島
会　

相
談
支
援
事
業　

淡
島
学
園　

相
談
支
援
専
門
員　

近
藤 

泰
司 

さ
ん

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
と
は

　

地
域
で
生
活
す
る
障
が
い
の
あ
る
方
や
、

ご
家
族
が
、
生
活
す
る
う
え
で
困
っ
て
い
る

こ
と
や
、
悩
み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
自
立

し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
総
合
的
・
継
続
的
に
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、

①
福
祉
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
説
明
、

利
用
の
仕
方
に
つ
い
て

②
社
会
資
源
の
活
用
や
生
活
力
を
高
め
る
方

法
に
つ
い
て

③
権
利
擁
護
の
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て

④
各
種
専
門
機
関
の
紹
介
や
日
中
活
動
・
交

流
の
場
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
相
談

支
援
専
門
員
が
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

淡
島
学
園
独
自
の
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
が
気
軽
に
集
ま
れ
て
、
世
間
話
や

情
報
交
換
の
で
き
る
場
所
作
り
と
し
て

「
ほ
ん
わ
か
カ
フ
ェ
」
を
、
毎
月
、
第
２

土
曜
日
の
午
後
、
淡
島
学
園
の
ス
ポ
ー
ツ

ホ
ー
ル
お
よ
び
和
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
支
援
事
業
を
通
じ
て

　

相
談
業
務
を
始
め
た
頃
は
知
名
度
も
低

く
、
公
民
館
、
民
生
委
員
さ
ん
、
小
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
に
関
わ
る
先
生
方
な

ど
を
訪
問
し
啓
発
活
動
か
ら
始
め
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
地
域
の

状
況
が
少
し
ず
つ
見
え
、
相
談
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

相
談
依
頼
の
大
半
が
、
家
族
の
方
や
関

係
機
関
な
ど
で
内
容
も
多
種
多
様
で
す
。

引
き
こ
も
り
で
家
族
の
方
が
疲
弊
し
て
い

た
り
、
ゴ
ミ
屋
敷
で
あ
っ
た
り
、
自
分
は

困
っ
て
い
な
い
が
周
り
が
困
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
。
ま
た
、
障
が
い
者
虐
待
な
ど
、
自

分
か
ら
声
を
出
せ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　

地
域
の
体
制
づ
く
り
も
進
ん
で
い
ま
す

が
、
無
縁
社
会
と
言
わ
れ
地
縁
、
血
縁
が

弱
く
な
っ
て
い
る
中
、
世
間
体
な
ど
も
気

に
し
て
抱
え
込
み
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
特
に
高
齢
の
親
御
さ
ん
の
家
庭
に
見

ら
れ
、
頑
張
っ
て
し
ま
い
事
故
に
繋
が
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
解
ら
な
か
っ
た
り
隠
れ
て
い

た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
地
域
に
出
向
き
、
声
を
聴
く
こ
と

で
、
早
期
対
応
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

障
が
い
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か

い
ろ
い
ろ
な
考
え
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
、
そ
の
方
の
個
性
で
あ
り
、
日
常
生

活
を
過
ご
す
中
で
支
障
を
抱
え
る
こ
と
こ

そ
が
障
が
い
だ
と
思
い
ま
す
。
障
が
い
の

あ
る
方
も
、
な
い
方
も
分
け
隔
て
な
く
共

に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
「
共
生
社
会
の

実
現
」
は
、
障
が
い
者
福
祉
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
教
育
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
求
め
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、
共
に
支
え
合
い
、

認
め
合
う
地
域
の
実
現
を
め
ざ
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
共
に
支
え
合
い
、認
め
合
う
地
域
に
向
け
て
」

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒃

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

ほんわかカフェの様子
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自主
財
源
　
183億

715万
円（
54.0％）

依
存
財
源
　
15
5億
6,
50
7万
円（

46
.0％
）

市税
141億162万円

（41.6％）
歳入合計

338億7,222万円
（100％）

市税総額
141億162万円
（100％）

市民税
53億5,643万円

（38.0％）

償却資産
40億8,766万円

（29.0％）

３．市税の内訳

鉱産税
9万円（0.0％）

軽自動車税
2億152万円

（1.4％）
市町村たばこ税
5億2,316万円

（3.7％）
法人

21億3,733万円
（15.2％）

家屋
23億6,180万円

（16.7％）

土地
15億3,337万円

（10.9％）

交付金
3,759万円

（0.3％）

個人
32億1,910万円

（22.8％）

固定資産税
80億2,042万円

（56.9％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金
89万円（0.0％）２．収入の概況

交通安全対策特別交付金
790万円（0.0％）
利子割交付金
2,080万円（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金
2,623万円（0.1％）
地方特例交付金
2,767万円（0.1％）
自動車取得税交付金
3,853万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金
8,787万円（0.3％）
配当割交付金
9,038万円（0.3％）
地方譲与税
3億3,458万円（1.0％）
地方消費税交付金
13億8,739万円（4.1％）
県支出金
20億7,350万円（6,1％）
市債
21億8,710万円（6.4％）
地方交付税
41億8,320万円（12.4％）
国庫支出金　
50億9,903万円（15.0％）

財産収入 　  　7,108万円（0.2％）
寄附金 　2億1,166万円（0.6％）

分担金及び負担金 　4億2,422万円（1.3％）
使用料及び手数料 　4億6,110万円（1.4％）

繰入金 　8億2,312万円（2.4％）
諸収入 　8億9,261万円（2.6％）
繰越金　13億2,174万円（3.9％）

１．決算収支の概況
歳　入　総　額　　　　　A 338億7,222万円

歳　出　総　額　　　　　B 327億9,305万円

歳入歳出差引額（A－B）	C 　10億7,917万円

翌年度へ繰り越すべき財源D 　　6億3,984万円

実　質　収　支（C－D） 　　4億3,933万円

平成27年度決算概況と
平成28年度財政事情のあらまし

財
政
事
情
の
公
表
に
あ
た
っ
て

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
本
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
に
２
回
（
４
・
10

月
）
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
決
算
概
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
第
５
次
阿
南
市
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ

た
主
要
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

生
活
環
境
や
防
災
・
減
災
対
策
に
係
る
事
業
を
優

先
し
、
長
期
的
視
野
で
の
予
算
の
編
成
・
執
行
に

努
め
た
結
果
、
約
10
億
８
千
万
円
の
黒
字
決
算
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
各
特
別
会
計
等
の
決
算
概

況
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
、
併
せ
て
公
表
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
各

会
計
の
決
算
は
、
議
会
の
承
認
を
得
て
確
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
決
算
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
に

お
い
て
中
国
経
済
の
減
速
お
よ
び
為
替
レ
ー
ト
の

変
動
等
に
よ
り
法
人
市
民
税
が
減
収
と
な
り
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
庁
舎
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
等

に
よ
り
、
決
算
規
模
は
縮
小
し
た
も
の
の
、
急
激

な
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
を
背
景
に
、
社
会
保
障

関
連
経
費
が
増
加
し
て
お
り
、
財
政
構
造
の
硬
直

化
を
示
す
指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
88
・
３

％
と
な
り
、
依
然
と
し
て
義
務
的
経
費
な
ど
の
経

常
経
費
の
割
合
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
平
成
28
年
度
予
算
の
執
行
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
ぬ
よ
う
引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営
に
努
め
、

財
政
の
健
全
性
を
維
持
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
決
算
概
況
お

よ
び
平
成
28
年
度
予
算
に
係
る
財
政
事
情
を
こ
こ

に
公
表
し
ま
す
。

平
成
28
年
10
月
１
日

阿
南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁
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※４定額資金運用基金 4億6,730万円

※３特定目的基金 68億3,933万円

※２減債基金 35億4,316万円

※１財政調整基金 142億3,807万円

（億円）

労働費 2,587万円（0.1％） 

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

災害復旧費 1億9,558万円（0.6％） 
議会費 3億1,632万円（1.0％） 
商工費 3億7,686万円（1.1％） 
農林水産業費 7億7,262万円（2.4％） 
消防費 14億4,663万円（4.4％） 

土木費 19億1,858万円（5.8％） 

公債費 30億6,968万円（9.4％） 

衛生費 32億4,838万円（9.9％） 

諸支出金 36億7,407万円（11.2％） 

教育費 37億5,853万円（11.5％） 

総務費 39億1,895万円（11.9％） 

民生費 100億7,098万円（30.7％） 

▼

性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

維持補修費 2億2,382万円（0.7％） 
貸付金 5億9,000万円（1.8％） 
積立金 7億5,086万円（2.3％） 

補助費等 27億6,588万円（8.4％） 

繰出金 28億963万円（8.6％） 

物件費 47億4,954万円（14.5％）

※
投資的経費48億236万円（14.6％） 

※
義務的経費
161億96万円
（49.1％）

公債費 
30億6,968万円
（9.4％） 

扶助費 
59億2,109万円
（18.0％） 

人件費 
71億1,019万円
（21.7％） 

４．歳出の概況
　歳出合計　327億9,305万円

※投資的経費とは…大部分が公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整備
等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費で
す。

※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
付けられている経費です。

８．市債現在高の状況
一般会計市債現在高
（平成27年度末） 337億5,857万円

市民1人当たりの
市 債 の 残 高 448,750円

９．行政財産の状況
（平成28年３月31日現在）　

土　　　 地 1,924,584㎡

建物延面積合計
410,555㎡

木造建物
（延面積） 9,844㎡

非木造建物
（延面積） 400,711㎡

※１　財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
※２　減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設けられる基金。
※３　特定目的基金………特定の目的のために設けられる基金。
※４　定額資金運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用するため設置

された基金。

６．市税負担の概況

市税総額
141億162万円

〔市民１人当たり〕

187,452円

〔１世帯当たり〕

461,546円

７．行政経費支出の概況

歳出総額
327億9,305万円

〔市民１人当たり〕

435,916円

〔１世帯当たり〕

1,073,317円

人口75,228人　世帯数30,553世帯　（平成28年３月31日現在）

５．投資的経費の内訳

土木費
12億8,754万円

（26.8％）

教育費
11億9,720万円

（25.0％）

衛生費
5億7,861万円
（12.0％）

総務費
7億8,557万円

（16.4％）

農林水産業費 
1億1,656万円（2.4％）

民生費
 1億1,176万円（2.3％）

商工費 6,494万円（1.3％）
災害復旧費 
1億9,558万円

（4.1％）

消防費
4億6,460万円

（9.7％）

総額
48億236万円
（100％）

10.	基金の状況
（平成28年３月31日現在高）　
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平成28年度　一般会計予算の執行状況 平成28年８月31日現在
歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出

区　　　　　分 予　算　額 収 入 済 額 区　　　　　分 予　算　額 支 出 済 額
市 税 132億5,880万円 73億8,451万円 議 会 費 3億526万円 1億4,510万円
地 方 譲 与 税 3億2,700万円 7,088万円 総 務 費 76億2,412万円 12億1,838万円
利 子 割 交 付 金 600万円 416万円 民 生 費 109億4,974万円 40億208万円
配 当 割 交 付 金 1億700万円 2,020万円 衛 生 費 45億2,160万円 8億7,481万円
株式等譲渡所得割交付金 6,900万円 0 労 働 費 2,242万円 947万円
地 方 消 費 税 交 付 金 13億3,000万円 3億1,842万円 農 林 水 産 業 費 9億4,108万円 1億4,266万円
ゴルフ場利用税交付金 2,700万円 1,066万円 商 工 費 3億2,178万円 1億4,297万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,800万円 1,203万円 土 木 費 30億3,791万円 4億6,535万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85万円 0 消 防 費 12億5,354万円 3億9,003万円
地 方 特 例 交 付 金 2,700万円 1,435万円 教 育 費 32億7,940万円 10億1,203万円
地 方 交 付 税 40億2,000万円 16億7,946万円 災 害 復 旧 費 2,495万円 1,117万円
交通安全対策特別交付金 950万円 0 公 債 費 32億794万円 4,867万円
分 担 金 及 び 負 担 金 4億2,307万円 1億3,494万円 諸 支 出 金 28億7,188万円 10億9,080万円
使 用 料 及 び 手 数 料 4億6,948万円 1億8,060万円 予 備 費 3,000万円 0
国 庫 支 出 金 49億998万円 10億8,597万円
県 支 出 金 23億2,620万円 3,673万円
財 産 収 入 766万円 2,123万円
寄 附 金 28万円 81万円
繰 入 金 52億8,323万円 0
繰 越 金 6億3,985万円 10億7,917万円
諸 収 入 7億4,260万円 4,102万円
市 債 43億6,912万円 0

合　　　　計 383億9,162万円 120億9,514万円 合　　　　計 383億9,162万円 95億5,352万円

特 別 会 計 の 概 況
平成27年度決算（見込）の状況

会　　計　　名
平成28年度予算の執行状況
（８月31日現在）

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 歳　入　額 歳　出　額
768万円 901万円 △133万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 291万円 148万円
36万円 0 36万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 36万円 0

169万円 0 169万円 伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 173万円 0
92億1,698万円 92億1,698万円 0 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 27億1,389万円 32億1,125万円

8,897万円 8,440万円 457万円 加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 2,651万円 2,772万円
1,285万円 1,285万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 188万円 516万円

6億1,492万円 6億723万円 769万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,030万円 6,180万円
78億6,099万円 76億6,286万円 1億9,813万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 32億7,642万円 25億8,938万円

980万円 405万円 575万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 690万円 56万円
3億6,710万円 3億6,256万円 454万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億2,862万円 1億784万円

1,441万円 1,441万円 0 奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,288万円 262万円
3,234万円 2,070万円 1,164万円 春日野地域下水道事業特別会計 1,887万円 529万円

1億8,699万円 1億8,699万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,430万円 1,077万円
546万円 282万円 264万円 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 370万円 107万円

9億1,741万円 8億9,899万円 1,842万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億9,982万円 1億5,654万円
― ― ― 西春日野生活排水処理事業特別会計 271万円 129万円

水 道 事 業 会 計 の 概 況
平　成　27　年　度　決　算　の　状　況

予　定　額 収　入　額 比　率 予　定　額 支　出　額 比　率
収益的収入 15億4,915万円 15億711万円 97.3% 収益的支出 15億4,209万円 14億772万円 91.3%
資本的収入 8億7,058万円 2億6,717万円 30.7% 資本的支出 14億5,580万円 8億2,867万円 56.9%
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◎『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』（以下「財政健全化法」）第３条第１項および第22条第１
項の規定に基づき、「健全化判断比率」と、公営企業会計の「資金不足比率」を公表します。

１．健全化判断比率 …… いずれの指標も国の定める基準内です。

指　　　　　　標 備　考 早期健全化
基準

財政再生
基準 説　　　　　　　明

実 質 赤 字 比 率 — △ 2.25%
（黒字）

※
12.44% 20.00%

一般会計等の実質赤字の標準財政規模に
対する比率です。
家計でいうと赤字額が年収に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。

連結実質赤字比率 — △ 9.14%
（黒字）

※
17.44% 30.00%

すべての会計の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
上記の実質赤字比率を特別会計・公営企
業会計（水道・下水道等）を含めた全会
計に適用したものです。

実質公債費比率 5.7% 25.0% 35.0%

公債費および公債費に準じた経費の比重
を示す比率です。
年間の借金返済額が年収に対してどれぐ
らい占めているかを示したものです。市
に属する会計だけでなく一部事務組合等
に対する負担も含みます。

将 来 負 担 比 率 — △ 49.8%
（負担なし） 350.0%

地方債残高のほか一般会計等が将来負担
すべき実質的な負債を捉えた比率です。
将来見込まれる負債が年収の何年分にあ
たるかを示したものです。一部事務組合、
第三セクター等に対する負担や退職手当
負担なども含みます。

注）指標が「－」と表示されているのは、赤字比率等が負の数値（黒字等）となるためです。実際の数値は備考欄に表示しています。
注）指標が１つでも早期健全化基準以上になると財政健全化計画を、財政再生基準以上になると財政再生計画を策定する必要があります。
※早期健全化基準は、標準財政規模に応じて変動します。

２．資金不足比率 …… 各公営企業会計において、国の定める基準内です。

特別会計（公営企業会計）の名称 資金不足比率 経営健全化基準 説　　　　　　　明

阿南市水道事業会計 —

20.0%

公営企業の資金不足額の度合いを表す比
率です。
公営企業の赤字額（資金不足額）が料金
収入等の規模（事業規模）に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。

阿南市公共下水道事業会計 —

阿南市羽ノ浦農業集落排水事業会計 —

注）指標が「－」と表示されているのは、資金不足比率が０もしくは負の数値（黒字）となるためです。
注）資金不足比率が経営健全化基準以上になるとその会計ごとに経営健全化計画を策定する必要があります。

【標準財政規模】
地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもので、標準税収入額等と普通交付税額、臨時財政対策債発行可能額の合計です。

【公営企業会計】
法適用企業に係る特別会計、および法非適用企業に係る特別会計の総称です。阿南市では水道事業、公共下水道事業、羽ノ浦農業
集落排水事業の３会計が該当し、原則として料金収入等により独立採算方式で経営を行うこととされています。

平成27年度決算に基づく
健全化判断比率と資金不足比率を公表します
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人
口
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
の

増
加
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
を
適
正
に
使
う
た
め
に
、
日
頃
か
ら
上
手
な
受
診

と
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役

世
代
の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

・
急
病
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
時
間
外
や
休
日
の
受
診
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
（
は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
）

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課
（
☎
22
ー
８
０
６
４
）
へ

入院
51億3,901万円
（47.1％）

調剤
12億9,011万円
　　（11.8％）

入院外
36億1,172万円
（33.1％）

歯科　
3億8,436万円（3.5％）

食事療養費　
3億4,266万円（3.1％） 訪問看護　7,553万円（0.7％）

現金給付　7,995万円（0.7％）

合　計
109億2,334万円
（100％）

0 200 400 600 800 1000

0 20億 40億 60億 80億 100億

23年度 98億4,813万円

24年度 100億9,219万円

25年度 103億5,459万円

26年度 104億2,864万円

27年度 109億2,334万円

2000

4000

6000

8000

10000

12000

0

200000

400000

600000

800000

1000000

23年度 24年度 25年度
0

200,000

400,000

600,000

800,000

（円）
1,000,000

880,949 888,632 903,542

26年度

905,421

27年度

939,399

23年度 24年度

10,500

0

11,000

11,500

（人）
12,000

10,000

11,179
11,357

25年度

11,460

26年度

11,518

27年度

11,628

120億
（円）

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

後期高齢者医療費の状況

医療機関で
支 払 う
窓 口 負 担

高 齢 者 の
保 険 料
約１割

現役世代の保険料
約４割

公　　費　（税　金）　　　約５割

現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々にかかった医療費の一部を医療機関の窓口で負担していただき、
それ以外の費用については、上図の割合で負担しています。

後期高齢者医療費の負担のしくみ

１ 割
または
３ 割

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移

平成27年度

後期高齢者医療
の概況（※四捨五入等の関係で端数調整しています。）
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平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入
歳

出
総
額
は
92
億
１
６
９
８
万
円
（
対

前
年
度
比
11
・
15
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
や
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
国
・
県
支
出
金
、
さ

ら
に
は
、
前
期
高
齢
者
や
退
職
被
保

険
者
の
医
療
費
等
に
応
じ
て
被
用
者

保
険
か
ら
交
付
さ
れ
る
前
期
高
齢
者

交
付
金
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
な

ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
阿
南
市
の

国
民
健
康
保
険
税
（
現
年
度
）
の
収

納
率
は
94
・
81
％
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
０
・
64
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
で
支
え
あ
っ
て
成
り
立
つ
制

度
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の

安
定
し
た
運
営
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
も
、
国
民
健
康

保
険
税
の
完
納
に
つ

い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平成27年度 歳入・歳出の主な割合

平成27年度 保健事業の実施状況等

１人当たり総医療費
（療養諸費費用額）
383,689円

（前年度比13,327円増）

１人当たり国保税
（現年度の調定額）
82,240円

（前年度比1,802円減）
※財政調整基金の保有額176円

被保険者数と世帯数（年度平均）

被保険者数 17,263人　
（前年度比632人減）

世　帯　数 10,220世帯
（前年度比210世帯減）

保険税収納額と保険給付費等の推移

23年度 24年度

単位：万円

100000.000000

116666.666016

133333.332031

149999.998047

166666.664062

183333.330078

199999.996094

25000.000000

120833.335938

216666.671875

312500.007812

408333.343750

504166.679688

介護納付金

後期高齢者支援金

保険給付金

保険税収入額

25 4
38,506

81,702

43,486

91,406

532,601 540,291

131,525

142,056

★ ★

25年度
4

44,736

95,088

558,076

143,787

★

26年度
4

42,954

95,208

552,832

149,013

★

27年度

97,039

553,901

143,005

★

4
38,283

介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収納額

保険給付費

老人保健拠出金

25000

35000

45000

55000

65000

75000

85000

40000.000000

73333.332031

106666.664062

139999.996094

173333.328125

206666.660156

239999.992188

平成27年度

国民健康保険事業
特別会計
決算概況

歳入 歳出

①国が支出する負担金や交付金
②医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均

衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

③納めていただいた国保税
④県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について

費用負担を調整するための交付金
⑤退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金
⑥一般会計および国民健康保険財政調整基金からの繰入金
⑦県からの支出金
⑧第三者納付金、人間ドック実費徴収金など

⑨主に医療費等の支払いに充てる費用
⑩県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について

費用負担を調整するための拠出金
⑪後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑫介護保険の運営のための納付金
⑬事務費など
⑭人間ドック助成費、特定健診に係る費用など
※四捨五入の関係で総計が100％にならない場合があります。

①
国庫支出金

20億6,652万円
（22.4%）

⑨
保険給付費

55億3,901万円
 （60.1%）

⑩
共同事業拠出金
20億9,088万円

（22.7%）

⑪  後期高齢者支援金等
9億7,039万円（10.5%）

②
前期高齢者交付金
21億8,740万円

 （23.7%）③
国民健康保険税
14億3,006万円

 （15.5%）

④  
共同事業交付金
19億8,531万円

 （21.5%）

⑤  療養給付費等交付金
4億5,252万円（4.9%）

⑭  その他　1億3,115万円（1.4％）⑧ その他　2,843万円（0.3％） ⑬  総務費　1億272万円（1.1％）

⑫  介護納付金
3億8,283万円（4.2％）

⑦  県支出金　
4億5,734万円（5.0％）
⑥  繰入金　
6億940万円（6.6％）

合　計
92億1,698万円
（100％）

合　計
92億1,698万円
（100％）

問い合わせは　
保険年金課
（☎22−1118）へ

定員 受診者
日帰り人間ドック 360人 357人
脳ドック 110人 110人

対象者 受診者および実施者
特定健康診査 13,905人 4,410人
特定保健指導 812人 661人
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消
費
者
行
政
お
よ
び　
　
　
　

消
費
者
教
育
に
つ
い
て

　

地
方
創
生
の
中
で
中
央
省
庁
の
地
方
移
転

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
消
費
者
庁
の
徳

島
県
移
転
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
新
大
臣
に
お
い
て
も
消
費
者
庁
移
転
へ
の

意
欲
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に

は
、
全
国
に
先
駆
け
た
徳
島
県
の
消
費
者
行

政
の
先
進
的
な
取
組
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

７
月
13
日
に
、
当
時
の
板
東
久
美
子
消
費

者
庁
長
官
が
阿
南
市
を
訪
れ
、
平
成
26
年
度
、

27
年
度
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
消
費
者

教
育
活
性
化
事
業
」
の
実
践
校
で
あ
る
阿
南

第
二
中
学
校
と
山
口
小
学
校
の
消
費
者
教
育

に
つ
い
て
熱
心
に
視
察
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い

内
容
と
の
評
価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
板
東
長
官
と
市
役
所
や
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
て
、
本
市
の
消
費
者
行
政

の
取
組
や
消
費
者
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
消
費
者
庁
移
転
を
念
頭
に
、

県
と
の
連
携
を
深
め
、
本
市
と
し
て
も
移
転

に
向
け
た
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
と

も
に
、
市
民
を
守
る
、
市
民
が
自
立
す
る
消

費
者
行
政
を
め
ざ
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「
あ
な
ん
未
来
会
議
」に
つ
い
て

　

あ
な
ん
未
来
会
議
は
、
本
市
の
中
長
期
的

な
将
来
展
望
を
描
く
た
め
に
設
置
し
た
、
各

界
の
専
門
家
に
よ
る
会
議
で
す
。

　

委
員
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
観
光
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
ま
ち
づ
く
り
、

医
療
等
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
11
人
の

方
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
本
市
の
未
来
を
切

り
開
く
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一

回
会
議
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
二
宮
清
純
さ
ん
か
ら
、「
野
球
の
ま
ち
阿

南
」
の
取
組
と
遍
路
の
文
化
を
組
み
合
わ
せ

た
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
四
国
霊
場
89
番

札
所
「
野
球
寺
」
を
造
っ
て
み
て
は
ど
う
か
、

と
い
っ
た
斬
新
な
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
な
ん
未
来
会
議
で
は
、

内
か
ら
の
視
点
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
、
本
年
度
も
10
月
と
来
年
２
月

頃
の
２
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

加
茂
地
区
に
お
け
る
河
川
事
業

に
つ
い
て

　

近
年
、
特
に
平
成
26
年
、
27
年
と
連
続
し

て
甚
大
な
浸
水
被
害
を
受
け
た
加
茂
地
区
で

は
、
国
が
昨
年
度
か
ら
「
那
賀
川
床
上
浸
水

対
策
特
別
緊
急
事
業
」
を
概
ね
５
カ
年
の
計

画
で
、
集
中
的
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
は
、
県
の
埋
蔵
文
化
財
調

査
と
調
整
を
図
り
つ
つ
、「
加
茂
谷
川
低
水

護
岸
工
事
」
や
「
県
道
の
橋
梁
下
部
工
事
」

に
着
工
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、「
築
堤
の
効
果
」
が
一
日
も

早
く
発
現
で
き
る
よ
う
、
早
期
完
成
を
め
ざ

し
、
今
後
と
も
国
・
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
、

な
ら
び
に
関
係
す
る
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

阿
南
駅
キ
ヨ
ス
ク
跡
の　
　
　

有
効
利
用

　

阿
南
駅
の
「
キ
ヨ
ス
ク
」
が
、
８
月
末
を

も
っ
て
、
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。

　

駅
と
キ
ヨ
ス
ク
は
、
不
可
分
な
も
の
と
し

て
、
駅
前
の
風
景
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
た

だ
け
に
、
残
念
で
あ
り
、
市
の
玄
関
口
と
し

て
の
阿
南
駅
前
が
大
変
さ
び
し
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
ー
ス
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
と
協
議
を

開
始
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
急
に
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
の
防
災
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

　

近
年
大
地
震
が
多
発
し
て
お
り
、
ま
た
近

い
将
来
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
備
え
、
９
月
１
日
、
防
災
の
日
か

ら
羽
ノ
浦
図
書
館
１
階
閲
覧
室
に
「
防
災

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
「
防

災
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
市
立
図
書
館
３
館
か

ら
集
め
た
防
災
関
係
資
料
や
購
入
す
る
新
刊

本
も
含
め
、
３
５
０
冊
程
度
の
書
籍
の
他
に
、

防
災
対
策
課
か
ら
の
貸
与
に
よ
る
防
災
グ
ッ

ズ
な
ど
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
の
方
々
が
、
あ
ら
た
め
て
防
災
に
つ

い
て
学
び
、
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
機
会

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
議
会
が
９
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議

案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

９
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、

市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
昭
和
57
年
の
阿
南
市
行
財
政

改
善
審
議
会
の
設
置
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
時
代
に
即
し
た
行
財
政
の
改
善
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
平
成
24
年
５
月
に

策
定
し
ま
し
た
「
阿
南
市
行
財
政
改
革
推
進

大
綱
」
に
基
づ
き
、
57
の
項
目
を
盛
り
込
ん

だ
実
施
計
画
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
そ
の
推
進
期
間
の
最

終
年
度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の
大
綱

等
を
見
直
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
５
カ
年
を

推
進
期
間
と
す
る
新
た
な
大
綱
お
よ
び
実
施

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

策
定
手
順
と
し
て
、
ま
ず
、
庁
内
で
組
織

す
る
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
、
大
綱
等
の

素
案
を
取
り
ま
と
め
、
懇
話
会
の
審
議
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
市
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
平
成
29
年
３
月
に

策
定
・
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
野
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊

　

新
野
町
の
方
々
に
よ
っ
て
、
平
時
は
お
遍

路
さ
ん
向
け
の
民
泊
と
し
て
、
災
害
時
に
は

避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る
、「
シ
ー
ム
レ

ス
（
つ
な
ぎ
目
の
な
い
）
民
泊
」
の
整
備
に

向
け
た
研
究
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

民
泊
は
、
自
宅
等
の
空
き
部
屋
を
利
用
し

て
有
料
で
宿
泊
場
所
や
食
事
を
提
供
す
る
も

の
で
、
観
光
の
み
な
ら
ず
、
交
流
人
口
の
増

加
や
定
住
・
移
住
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
も
県
と
と
も
に
住
民
の
方
々

の
研
究
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
民
泊
事
業
の
先
進
地
で
あ
る

和
歌
山
県
白
浜
町
へ
の
視
察
研
修
会
が
行
わ

れ
、
私
も
担
当
者
と
と
も
に
同
行
し
現
地
の

方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
泊
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
の
方

で
も
法
改
正
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
が
な
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、
新
野
町
で
の
活
動
が
成
功
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
中
野
島
児
童
館・児
童
ク
ラ
ブ

施
設
」の
ご
寄
付
に
つ
い
て

　

先
般
、
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様
か

ら
、
宝
田
町
平
岡
に
建
設
さ
れ
た
「
中
野
島

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
」
と
、
隣
接
す

る
公
園
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
施
設
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
中
野
島
第
二
児
童
ク

ラ
ブ
が
開
設
さ
れ
、
待
機
児
童
の
解
消
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
授
業
終
了
後
の
適
切
な

遊
び
お
よ
び
生
活
の
場
と
し
て
、
児
童
の
健

全
な
育
成
が
図
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
館
は
、
現
在
、
羽
ノ
浦
町
に

３
カ
所
、
那
賀
川
町
に
１
カ
所
あ
り
、
新
た

に
中
野
島
地
区
に
１
カ
所
開
設
さ
れ
た
こ
と

で
、
そ
の
近
隣
地
域
の
児
童
の
健
全
育
成
の

拠
点
と
な
る
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

　

８
月
か
ら
徳
島
県
の
補
助
事
業
で
あ
る

「
と
く
し
ま
回
帰
」
推
進
支
援
交
付
金
を
活

用
し
、
那
賀
川
町
の
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ル
徳
島

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
会
議
室
一
角
を
借
用
し
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
を
前
提
と
し
た

実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
験
で
は
、
徳
島
市
の
中
心
部
に

も
交
通
が
便
利
な
那
賀
川
町
に
お
い
て
、
企

業
の
滞
在
者
が
実
感
で
き
る
上
質
な
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
、
滞
在
者
の

知
識
や
経
験
、
仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
活

用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
育
成
指
導
な
ど
を
実

証
実
験
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
誘
致
活
動
へ

の
参
考
に
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
本
市
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な

暮
ら
し
と
仕
事
の
両
立
や
、
時
間
・
場
所
に

と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
「
テ
レ
ワ
ー

ク
」
の
推
進
に
向
け
て
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

島
原
市
と
の
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
協
定
の
締
結

　

７
月
22
日
に
阿
南
市
役
所
に
お
い
て
協
定

の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。
島
原
市
と
は
、
平

成
３
年
に
発
生
し
た
「
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災

害
」
の
復
興
支
援
と
し
て
、
平
成
４
年
８
月

に
阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部
の
皆
さ
ま
方

が
、
島
原
と
阿
南
の
子
ど
も
た
ち
に
出
会
い

と
交
流
の
場
を
つ
く
り
、
友
好
を
深
め
る
と

と
も
に
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
開
催
し
た
「
島

原
・
阿
南
げ
ん
き
塾
」
を
契
機
に
、
今
日
ま

で
相
互
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
今
日
ま
で
交
流
を
重
ね
自
治

体
同
士
の
友
好
関
係
も
培
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
島
原
市
に
対
し
て
、
災
害
時
に
お

け
る
相
互
応
援
協
定
の
締
結
の
申
し
出
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
、
協

定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。
本
協
定
で
は
、

災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
、
友
愛
的
精
神
に

基
づ
き
、
阿
南
市
と
島
原
市
間
に
お
い
て
相

互
に
連
携
す
る
こ
と
で
災
害
復
旧
を
円
滑
に

遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
北
條
民
雄
文
学
賞
」に
つ
い
て

　

阿
南
市
出
身
の
作
家
・
北
條
民
雄
の
生
誕

１
０
０
周
年
と
阿
南
市
合
併
10
周
年
を
記
念

し
て
創
設
し
た
「
北
條
民
雄
文
学
賞
」
で
す

が
、
応
募
期
間
中
に
、
全
国
か
ら
65
編
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
推
薦
委

員
の
方
に
作
品
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
８
編

の
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
の

選
考
委
員
で
あ
る
、
作
家　

髙
山
文
彦
さ

ん
、
俳
優　

原
田
大
二
郎
さ
ん
、
脚
本
家　

旺
季
志
ず
か
さ
ん
の
３
人
に
、
大
賞
１
人
、

優
秀
賞
２
人
を
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、「
選
考
委
員
特
別
賞
」
１
人
が

決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
お
よ
び
作
品
の
発

表
は
、
平
成
28
年
12
月
の
「
広
報
あ
な
ん
」

に
掲
載
し
、
授
賞
式
は
、
世
界
ハ
ン
セ
ン
病

デ
ー
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
平
成
29
年
１
月

に
文
化
会
館
で
行
う
予
定
で
す
。

17　広報あ な ん 2016.10



恒例の「第33回那賀川夏まつり」が、６年ぶり
に那賀川中学校グラウンドで開催されました。同
校が改築工事で使用できないことから、昨年まで
陸上自衛隊徳島駐屯地などで行われていました。
祭りは、陸上自衛隊第14音楽隊による圧巻の演
奏で幕を開け、ラムネ早飲み大会やペダルが無い
二輪車「ストライダー」の試乗体験会、花火大会
など多様な催しでにぎわいました。

「那賀川夏まつり」
多様な催しでにぎわう

8/28

恐怖のあまり恋が始まるかも
婚活イベントが開催される

「本当にあった…おとろし物語」と題した婚活イ
ベントが平等寺本堂で開催され、20人が参加し
ました。怪談師の話を聞いたり、参加者で不思議
体験を話し合ったりする恐怖の中で、男女の距離
を縮めてもらおうと、阿南de愛隊、市社協結婚
支援連絡協議会が主催。参加者は、時間がたつに
つれて打ち解けたようすで話しをしていました。
さて、恐怖の中で恋は始まったのでしょうか。

8/21

地域住民の交流が生まれる
「おっぱしょ地蔵さん」

「おっぱしょ地蔵さんのお祭り」が、柳島町南別当
で開催されました。このお地蔵さんは、昔、タヌキ
が「おっぱしょ（＝背負ってくれ）」と言って村人
を化かし、懲らしめられるものの、かわいそうに思
った村人が地蔵として祭ったという民話で長年親し
まれています。祭りでは、近隣の子どもたちによる
民話の紙芝居や合唱などが行われ、地域住民が交流
しました。

8/16

那賀川・桑野川大規模氾濫の
減災対策を決定

国土交通省那賀川河川事務所が、「那賀川・桑野
川大規模氾濫に関する減災対策協議会」を市役所
で開催し、流域市町・県など30人が出席しました。
協議会は、浸水被害に備えて、社会全体で洪水に
備える「水防災意識社会」を再構築することを目
的とし設立。平成32年度までに「逃げ遅れゼロ」
や「社会経済被害の最小化」をめざした減災対策
を決定しました。

8/23

ニュースオアシス
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パラリンピック・リオデジャネイロ大会のボート
競技ローイング・ダブルスカルに羽ノ浦町出身の
有吉利枝さん（37歳）が出場し、12位となりま
した。有吉さんは、ペアを組む駒崎　茂さん（53
歳）とともに、日本代表として懸命にオールを漕
ぎました。また、有吉さんを応援する懸垂幕が、
市役所や母校富岡東高校に掲げられるなど地元か
らも声援を送りました。

感動をありがとう
パラリンピック有吉さん健闘！

9/11

さまざまな働き方で、
仕事と生活の調和をめざす

就労機会の創出と女性の活躍推進に向けて、「テ
レワークによるプロライター育成講座」の説明会
が開催され、約50人の方が参加していました。
本講座の特色は、受講された方に対して仕事の発
注を通じ指導が行われることです。参加者は、「育
児などで、場所や時間にとらわれない働き方に注
目しています」と話していました。

8/29

多彩なピアノの音色が響きわたる

演奏会「みんなでピアノ物語」が、夢ホールで開催
されました。演奏会を通して交流の輪を広げてもら
おうと開催し、総勢141人126組が出演。子どもの
かわいい演奏や大人の迫力ある多彩な音色が会場に
響きました。また、ホワイエにて「手工芸品チャリ
ティーマーケット」が開催され、多くの人でにぎわ
いました。（NPO 法人夢ホール市民協議会夢つくり
あなん）

8/28

情熱と汗がほとばしる
「佐田神社例大祭」が行われる

男たちが威勢のいい掛け声をあげながら、みこし
を担いで椿泊のまちを西へ東へと練り歩く「佐田
神社例大祭」が９月10日から３日間行われまし
た。最長29日間も行われたことがあるというこ
の祭りは、“ だらだら祭り” とも呼ばれ、みこし
を海に入れて海上安全と豊漁を願う漁師まちの祭
りです。また、水中花火が打ち上げられ、祭りに
華を添えていました。

9/10
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あなんカルチャー

モンゴルを代表する演出家で、俳優・歌手でもある団
長のドグミド・ソソルバラム氏を筆頭に、一流のアー
ティストによって構成される「ビルグーンオンダラガ

（智慧の泉）歌舞団」による公演です。世界無形文化
遺産と言われるモンゴルの伝統音楽と舞踊をお楽しみ
ください。
日時　11月１日㈫　18:30開演（17:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料ですが、入場整理券が必要です。
　　　　※未就学児童の入場はご遠慮ください。
入場整理券配布開始　10月４日㈫（市民会館は５日㈬）
配付場所　情報文化センター、文化会館、市民会館、

市内各住民センター、市内各図書館
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 阿南市合併10周年記念事業
　 「モンゴル歌舞団阿南公演 しあわせへの道」

日時　12月18日㈰　13:30開演予定　
場所　コスモホール（情報文化センター）
募集数　公募による10組程度（応募多数の場合は抽選）
参加料・入場料　無料
参加資格　市内在住でロック・ポップス・フォーク等

の楽器演奏および歌唱をされる個人または
グループ（市民1人以上含む）など

申込方法　申込書（情報文化センターほか備付）を情
報文化センターへ提出してください。（郵
送可）

申込締切日　11月６日㈰（当日消印有効）
問い合わせは　〒779-1101　羽ノ浦町中庄上ナカレ
16番地３　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 「第19回 クリスマスライブ」
 　出演者募集！

セ
ン
タ
ー

科
学

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
科
学
の
ふ
し
ぎ
、

原
理
、
法
則
を
楽
し
く
実
験
し
ま
す
。

　

毎
週
土
、
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
20
分
～　

各
30
分
程
度
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
は
当
日
、
開
始
時
間
に
実
験
コ
ー
ナ
ー

ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

毎
週
土
、
日
、
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
投
映
時
間

は
約
30
分
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
の
実
施
日

１
日
㈯
、
２
日
㈰
、
８
日
㈯
、
９
日
㈰
、
10
日

㈷
、
15
日
㈯
、
16
日
㈰
、
22
日
㈯
、
23
日
㈰
、

29
日
㈯
、
30
日
㈰

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

素晴らしい作品の展示・発表・公演など盛りだくさん
の文化祭をお楽しみください。くわしくは、今月号の
折り込みをご覧ください。

【美術展　作品の受付・搬入日の変更について】
変更後の搬入日時　10月30日㈰　9:30～12:00
搬入場所　文化会館　研修室（変更ありません。）
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 秋の祭典
 　「第45回阿南市文化祭」開催のご案内

日時　11月26日㈯　 9:30～14:00
集合場所　道の駅　鷲の里（那賀郡那賀町）
参加料　1,700円（保険料、資料、ロープウエー代等）
参加定員　80人（参加希望者多数の場合は抽選）
申込締切　11月４日㈮
※申込方法等、くわしくは市ホームページをご覧いた

だくか、お問い合せください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ あなん遍路おもかげウオーク
　 ～いわや道・平等寺道～

チケット発売中です。
日時　11月19日㈯　17:00開演（16:30開場）
場所　市民会館
入場料　全席指定5,800円

※無料託児室を開設します。（10カ月～８歳）
希望される方は、1週間前までに市民会館
までご連絡ください。

チケット販売場所　市民会館ほか
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■ORANGE　RANGE　
　 「オレンジレンジ　ライブツアー　016-017」

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
一
反
木
綿
の
ミ
ニ
凧
を
作
ろ
う
」（
無
料
）

　

お
も
し
ろ
科
学
実
験
よ
り
子
ど
も
向
け
の
、

簡
単
な
工
作
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

実
施
日
時　
10
月
10
日
㈷　

午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

参
加
方
法　
当
日
、
実
施
時
間
内
に
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

特
別
観
望
会

「
夜
空
の
宝
石・ダ
ブ
ル
ス
タ
ー
」

を
観
察
し
よ
う
！
（
有
料
・
予
約
不
要
）

　

秋
の
星
空
の
見
ど
こ
ろ
を
お
話
し
た
後
、
大

型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
宝
石
の
よ
う
に
き
ら
め
く

ダ
ブ
ル
ス
タ
ー
（
二
重
星
）
の
観
望
を
行
い
ま
す
。

実
施
日
時　
10
月
９
日
㈰　

午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
催
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

毎
週
土
曜
日
の
夜
間
、
四
国
で
最
大
を
誇
る

大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
た
、
夜
間
観
望
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
８

時
～
、
９
時
～
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
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阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
波
の
藩
札（
八
）

銀
札
場

　

延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
徳
島
藩
は
藩

札
発
行
の
た
め
阿
波
国
内
の
塀へ

裏う
ら

（
徳

島
）・
撫
養
四
軒
屋
（
鳴
門
）・
脇
町
（
美

馬
）・
鞆
浦
（
海
陽
）・
中
島
浦
（
阿
南
）・

日
和
佐
浦
（
美
波
）・
池
田
町
（
三
好
）

の
七
カ
所
。
淡
路
国
内
で
は
洲
本
・
多
賀

村
・
沼
島
浦
の
三
カ
所
に
置
い
た
。

　

銀
札
場
の
業
務
は
銀
札
を
発
行
し
、
銀

札
の
貸
出
し
と
金
銀
貨
と
の
引
換
え
を
行

う
こ
と
だ
っ
た
。
造
幣
局
（
印
刷
局
）
と

中
央
銀
行
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
銀
札
の
発
行
（
印
刷
）
を

行
っ
た
の
は
塀
裏
の
み
で
あ
る
。
塀
裏
以

外
の
銀
札
場
は
銀
札
の
藩
内
流
通
を
図
り
、

金
銀
貨
と
の
引
換
え
を
業
務
と
し
て
い
た
。

銀
行
で
言
え
ば
、
塀
裏
は
本
店
、
他
の
銀

札
場
は
支
店
に
当
た
る
。

　

享
保
年
間
、
地
方
の
銀
札
場
を
廃
止
し

た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
富
豪
に
銀
札

場
の
業
務
を
委
託
し
た
。

　

徳
島
西
新
町
の
岡
忠
兵
衛
・
同
籠
屋
町

の
松
浦
清
左
衛
門
・
同
佐
古
町
五
丁
目
の

矢
辺
某
・
美
馬
郡
貞
光
村
の
折
目
頼
之
助
・

阿
波
郡
大
野
島
村
の
須
見
次
郎
太
夫
・
那

賀
郡
柳
島
村
（
中
野
島
）
の
島
田
幾
三
郎
・

勝
浦
郡
小
松
島
浦
の
生
島
馬
之
助
ら
に
銀

札
の
貸
出
し
を
行
い
、
銀
札
の
引
換
え
を

行
わ
せ
た
。

　
「
阿
波
の
秘
宝
」
に
よ
る
と
、
池
田
村

の
中
村
和
右
衛
門
家
に
代
々
判
金
の
引
換

役
を
勤
め
さ
せ
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）

年
に
副
業
と
し
て
煙
草
の
製
造
・
販
売
を

始
め
た
と
あ
り
、「
八
幡
町
史
」
に
は
大

野
島
の
須
見
弥
三
郎
が
安
永
十
（
一
七
七

八
）
年
九
月
、
為
替
師
頭
取
（
銀
札
場
の

地
方
役
人
）
に
任
命
さ
れ
た
と
あ
る
。

銀
札
の
流
通

　

銀
札
は
順
調
に
流
通
し
た
も
の
で
は
な

い
。
藩
当
局
は
再
三
再
四
御
触
れ
を
出
し

罰
則
付
き
の
強
制
力
を
も
っ
て
流
通
さ
せ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
中
、
占
領
地
に
お
い
て
日

本
政
府
が
発
行
し
た
軍
票
を
思
い
出
す
。

日
本
政
府
は
、
中
国
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ビ

ル
マ
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
等
で
軍
票
を
発
行

し
て
強
制
流
通
さ
せ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
紙
幣
を
無
視
し
、
軍
票
を
無
制
限
に
発

行
し
た
。
軍
票
の
濫
発
に
よ
っ
て
軍
票
価

格
は
暴
落
し
た
。
そ
の
た
め
現
地
で
は
イ

ン
フ
レ
が
進
行
し
経
済
が
混
乱
に
陥
っ
た
。

　

藩
は
銀
札
流
通
の
た
め
租
税
納
入
を
銀

札
に
よ
り
行
う
こ
と
を
認
め
た
り
藩
士
の

給
与
の
一
部
を
銀
札
で
支
給
し
た
。
ま
た
、

専
売
品
で
あ
る
藍
・
塩
及
び
諸
商
品
に
対

し
て
も
銀
札
を
も
っ
て
支
払
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
藩
権
力
に
よ
り
銀
札
は

徐
々
に
流
通
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
銀
札
の
濫
発
に
よ
り
銀

札
の
価
値
は
下
落
し
、
流
通
が
停
滞
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
貨
幣
に
も
相
場
が
立
っ
た
。
一

例
を
あ
げ
よ
う
。
文
政
十
二
年
七
月
六
日

に
は

　

麦
一
石
京き

ょ
う
ま
す枡　

札
三
十
一
匁
五
分

　

金
一
両　

札
六
十
目 

　

銭
百
十
文　

札
一
匁

　

同
年
十
二
月
十
六
日
で
は

　

米
一
石　

京
枡
札
七
十
四
匁　

金
一
両

札
六
十
目
八
分　

銭
百
六
文 

札
一
匁
。

　
（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

117

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
一
反
木
綿
の
ミ
ニ
凧
を
作
ろ
う
」（
無
料
）

　

お
も
し
ろ
科
学
実
験
よ
り
子
ど
も
向
け
の
、

簡
単
な
工
作
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

実
施
日
時　
10
月
10
日
㈷　

午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

参
加
方
法　
当
日
、
実
施
時
間
内
に
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

特
別
観
望
会

「
夜
空
の
宝
石・ダ
ブ
ル
ス
タ
ー
」

を
観
察
し
よ
う
！
（
有
料
・
予
約
不
要
）

　

秋
の
星
空
の
見
ど
こ
ろ
を
お
話
し
た
後
、
大

型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
宝
石
の
よ
う
に
き
ら
め
く

ダ
ブ
ル
ス
タ
ー
（
二
重
星
）
の
観
望
を
行
い
ま
す
。

実
施
日
時　
10
月
９
日
㈰　

午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
催
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

毎
週
土
曜
日
の
夜
間
、
四
国
で
最
大
を
誇
る

大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
た
、
夜
間
観
望
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
８

時
～
、
９
時
～
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

10
月
の
休
館
日　

３
日
㈪
、
11
日
㈫
、
17
日
㈪
、
24
日
㈪
、    

31
日
㈪

太平洋戦争中にフィリピンで
使用された軍票
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到
来
。
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
を
は

じ
め
、
今
ま
で
出
場
し
た
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
は
30
回
を
数
え
た
。

　

大
会
や
練
習
を
通
し
て
、
た
く

さ
ん
の
ラ
ン
ナ
ー
仲
間
に
出
会
い
、

走
る
こ
と
が
苦
し
い
だ
け
で
な
く

楽
し
さ
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

私
は
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
夢
で

も
あ
る
「
サ
ブ
ス
リ
ー
（
３
時
間

切
り
）
達
成
」
を
墓
前
で
誓
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
思
い
と
は
裏
腹

に
こ
の
壁
を
破
れ
ず
に
い
た
。
も

う
自
分
に
は
無
理
か
も
し
れ
な
い

と
諦
め
か
け
た
と
き
も
あ
っ
た
が
、

走
り
始
め
て
７

年
目
、
よ
う
や

く
海
部
川
風
流

マ
ラ
ソ
ン
で
サ

ブ
ス
リ
ー
を
達

成
。
ゴ
ー
ル
す

る
前
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
想
い
が

込
み
上
げ
て
き
た
。
多
く
の
仲
間

か
ら
祝
福
を
受
け
、
涙
は
止
ま
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

毎
回
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り

終
え
る
と
、
仲
間
た
ち
と
お
互
い

の
健
闘
を
た
た
え
合
う
。

　

私
は
、
そ
ん
な
マ
ラ
ソ
ン
に
出

会
い
、
救
わ
れ
た
の
だ
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
泰
地
孝
志

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

	

佐
々
木
夫
美

申さ
る

の
年
み
度た

び

迎
ふ
る
男
孫
の
育
児
の
さ
ま
を
じ
っ
と

み
つ
む
る

佳
作　
　
　
　
　
　

	

近
藤
美
智
子

白
梅
の
枝
の
し
だ
れ
や
花
す
だ
れ
朝
日
に
ま
ぶ
し
春

の
こ
と
ぶ
れ

佳
作　
　
　
　
　
　

	

水
口　

明
美

春
耕
の
田
に
瑞み

ず

瑞み
ず

と
蛙か

わ
ず鳴

き
花
冷
え
の
空
温
も
り
て

ゆ
く

佳
作　
　
　
　
　
　

	

青
木
新
太
郎

温
か
く
迎
え
て
く
る
る
思
ひ
せ
り
そ
っ
と
凭も

た

れ
て
み

た
き
板
壁

佳
作　
　
　
　
　
　

	

山
本　

賀
代

「
合
格
し
た
」
喜
び
弾
け
る
孫
の
顔
さ
あ
こ
こ
か
ら

は
じ
い
じ
の
出
番

佳
作　
　
　
　
　
　

	

賀
上　

花
子

木
蓮
の
ロ
ケ
ッ
ト
空
を
突
き
上
げ
て
春
を
待
ち
お
り

夫
三
回
忌

佳
作　
　
　
　
　
　

	

山
西　

成
彬

何
時
か
ま
た
逢
う
日
の
あ
ら
ん
遙
か
な
る
深
き
想
い

に
枇び

杷わ

の
花
咲
く

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

荒
谷　

隆
文

無
人
駅
大
き
な
時
計
に
月
明
か
り

　

高
校
時
代
は
帰
宅
部
で
走
る
の

が
苦
手
だ
っ
た
。
そ
ん
な
私
が
走

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

天
国
に
逝
っ
た
娘
と
の
別
れ
と
い

う
辛
い
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め

だ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
私
は
自
分

を
痛
め
つ
け
る

よ
う
に
走
っ
た
。

仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
の
30
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
走
。

家
に
帰
る
と
深

夜
12
時
を
回
っ
て
い
た
。
羽
ノ
浦

の
自
宅
か
ら
鳴
門
ま
で
走
る
。
自

分
が
ど
こ
ま
で
走
れ
る
の
か
知
り

た
か
っ
た
。

　

そ
し
て
レ
ー
ス
に
出
場
。
ゴ
ー

ル
し
た
と
き
、
今
ま
で
生
き
て
き

た
中
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
感

情
を
覚
え
た
。
心
が
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
た
よ
う
な
感
覚
や
達
成
感
、
カ

タ
ル
シ
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日時　10月22日㈯　２回公演
　　　午前の部　開場10:00　開演10:30　終演11:45
　　　午後の部　開場13:30　開演14:00　終演15:45
場所　コスモホール　（情報文化センター）
定員　550人（先着順）入場無料　※整理券が必要
整理券は　午後の部７日㈮～　午前の部14日㈮～
阿南図書館、那賀川図書館、羽ノ浦図書館で配布開始。
配布初日（７日、14日）は阿南市民のみの限定配布です
ので、それを証明できる免許証や保険証などをお持ちくだ
さい。
問い合わせは　阿南図書館（☎23−2020）へ

日時　10月12日㈬～11月20日㈰　10:00～18:00
場所　那賀川図書館　市民ギャラリー　※休館日にご注意ください
『Are You an Echo? The Lost Poetry of Misuzu Kaneko』『およげ およげ！ゆうちゃん』
の絵本原画を中心に、子どもの本に描かれた羽尻利門の絵の世界を紹介します。

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  6日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
12日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
13日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

14日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

20日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
27日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30

橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

28日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00
中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00〜14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

10 月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

阿南市立図書館だより

10月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 休 ★ ○ 休 ★ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◆

◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ○ 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 休 ○ 休

休…休館日　☆…おはなし会（阿南10：30～　那賀川11：00～　羽ノ浦14：00～）　★…ぴよちゃんくらぶ（10：30～）　○…スペシャルおはなし会
◎…中学生によるピアノ演奏（10:00～約10分間）    ◆…阿波公方の苑美化作業（8：30～）雨天の場合は16日㈰に延期

劇団かかし座による三枚のおふだ

阿南市在住の絵本画家　羽尻利門 絵本原画展

影絵とおしばいがコラボレーション

阿南図書館　☎23－2020　　那賀川図書館　☎42－3111　　羽ノ浦図書館　☎44－2100

あなん図書館まつり2016あなん図書館まつり2016
スペシャルおはなし会のお知らせ

○阿南図書館
　日時　10月16日㈰　10:30～
　場所　視聴覚室
　演目　劇「ねずみのすもう」ほか
○羽ノ浦図書館
　日時　10月29日㈯　14：00～
　場所　視聴覚室（情報文化センター3階）
　演目　大型絵本「だるまさんが」ほか
○那賀川図書館
　日時　10月30日㈰　11:00～
　場所　視聴覚室
　内容　わらべうたであそぼう

入場無料・申込不要

子どもからお年寄りまで、
家族みんなで楽しもう！

入場無料
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健康いきいき情報

栄養講座
「野菜たっぷり！
ヘルシーバランス食」
日時　10月24日㈪　10:00～13:00
場所　羽ノ浦公民館
対象　市内在住の40歳以上の方
内容　講話と調理実習
参加費　400円（調理実習費）
定員　30人（申込順）
申込締切日　10月17日㈪

問 保健センター（☎22－1590）へ

医療機関の大腸がん検診
実施期間　10月１日㈯～12月15日㈭

の診療時間内
実施場所　市内医療機関
対象　市内在住の40歳以上の方
費用　1,100円
検診に必要なもの
・がん検診の受診券（６月末に郵送済み）
・健康保険等被保険者証
・自己負担金
・健康手帳（持っている方）

阿南市健康保険加入者、高齢受給者、後期
高齢者医療制度加入者の方は健康保険等被
保険者証をお持ちになれば無料になります。
くわしくは、広報あなん７月号またはがん
検診等受診券をご覧ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　10月20日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）
※教室開始前に血圧測定・体組成測定を実
施します。

問 保健センター（☎22－1590）へ

10月からB型肝炎ワクチンが
定期接種になりました
接種対象者
平成28年４月１日以後に生まれた、生後
１歳に至るまでの間にあるお子さん
対象外の方
HBs抗原陽性の者の胎内または産道にお
いてB型肝炎ウイルスに感染するおそれの
あるお子さんであって、抗HBs人免疫グロ
ブリンの投与に併せて組換え沈降B型肝炎
ワクチンの投与を受けたことのあるお子さん
については、定期接種の対象外となります。
※対象者には個人通知します。

問 保健センター　予防衛生係
　 （☎22－1590）へ

集団の婦人がん検診

●乳がん検診（要予約／保健センターへ）
※順次予約が入っていますので、予約状況
は保健センターへお問い合わせください。
●骨粗しょう症検診
検診日程
　10月20日㈭　ひまわり会館
受付時間　  9:00～10:00
　　　　　13:00～14:30
問 保健センター（☎22－1590）へ

集団の胃がん・肺がん検診等

受付は予約者が優先されます。検診日２週
間前までに総合健診センター(☎088－
678－3557）へお申し込みください。
検診内容　胃がん、肺がん、前立腺がん、
大腸がん（要予約）、肝炎ウイルス検診
検診日程　10月29日㈯　橘公民館

11月12日㈯　ひまわり会館
　    19日㈯　羽ノ浦公民館　

受付時間　8:00～11:00

問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター

〈10月の休館日〉
３日㈪、11日㈫、17日㈪、24日㈪、31日㈪

問 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎21－3030）へ

犬猫の避妊・去勢手術費用助成

犬猫の避妊・去勢手術費用の一部を助成します。
対象　飼い犬・飼い猫（犬は登録済で、今年度の狂犬病予防注射を実施済

であること）の避妊・去勢手術を、11月15日㈫から平成29年１月
20日㈮までの間に予定している市民の方

※前記の期間外に手術を受ける場合は対象外となります。
助成額　１頭につき5,000円
助成予定数　犬猫合計50頭　※申込み多数の場合は抽選
申込方法　往復はがきに①犬・猫の別、名前、年齢、性別、毛色②犬の場

合は、登録番号および狂犬病予防注射済票番号③飼い主の住所、
氏名、電話番号④返信用はがきの宛名を記入のうえ、郵送して
ください。なお、結果は返信用はがきでご連絡します。
〒770‐8007　徳島市新浜本町２丁目３番６号
公益社団法人徳島県獣医師会　

申込期間　10月１日㈯～31日㈪（必着）
助成方法　当選はがきを受け取った方は、県内の動物病院に事前に問い合

わせのうえ、はがきを提示し、手術料から5,000円を差し引い
た額で手術を受けてください。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）または公益社団法人徳島県
獣医師会（☎088－663－6607）へ

往信

7 7 0 8 00 7

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
３
番
６
号

（
公
社
）　 

徳
島
県
獣
医
師
会 

行

郵便往復はがき（表面）
【記載例】

郵 便 往 復 は が き

返信 申
込
者
の

 　
住　
　
所

 　
氏　
　
名

官製往復はがき（裏面）
避妊・去勢手術助成申込書

犬・猫の別　　　　　　　　　　
名前　　　　　　　　　　　　　
年齢　　　　　　　　　　　　　
性別　　　　　　　　　　　　　
毛色

（犬の場合）
犬の登録番号
　徳島県　第　　　　 号または
　徳島県阿南市　第　 　　　号
狂犬病予防注射済票番号
　平成28年度　第　　　　　号

申込者　住所
　　　　氏名（フリガナ）
　　　　電話番号

郵 便 往 復 は が き
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後期高齢者医療制度に加入されている節目の年齢の方を対象に、歯・歯肉の状態や口腔
清掃状態等をチェックし、口腔機能の低下や肺炎等の疾病を予防するため、歯科健康診
査を実施します。
健康診査の対象となる方は、ぜひ受診しましょう。

その他注意事項
○健診の予約日を忘れないようにしてください。
○歯科健診は期間中に 1回のみです。後日重複受診が判明した場合は費用を請求させ
ていただきますのでご了承ください。

○歯科健診自体は無料ですが、その後に治療行為が行われる場合は有料となりますので
ご注意ください。

○健診結果は訪問指導のため市町村に情報提供される場合がありますので、ご了承くだ
さい。

受診方法　事前に電話等にて健診実施歯科医院にご予約のうえ、受診してください。
健診項目　問診、口腔内診査、口腔機能評価等
受診費用　無料
受診期間　10月１日㈯～11月30日㈬
持っていくもの　後期高齢者医療被保険者証と歯科健診受診券のはがき

受診場所　徳島県歯科医師会会員で後期高齢者の歯科健診を実施する歯科医院
※受診可能な歯科医院の一覧表を市町村窓口・広域連合窓口で配布予定です。
　また、広域連合および県歯科医師会のホームページに掲載予定です。

なお、対象者には歯科健診受診券のはがきが送付される予定です。長期入院患者・施設
入所者の方にはがきが届くこともありますが、対象外ですので健診はご遠慮ください。

後期高齢者医療制度の歯科健康診査に関する問い合わせは
　徳島市川内町平石若松78番地１
　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）へ

平成28年度
後期高齢者医療制度の

歯科健康診査について

対象者
平成27年中に節目の年齢になられた方（昭和15年、昭和10年、昭和５年、大正14年生
まれの方）
ただし、長期入院患者や施設入所者は対象外です。

長期入院患者や施設入所者の方は、すでに健康状態を把握され、医師や施設管理者等の
指導を受けていると考えられることから、歯科健康診査の対象者から除いています。
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平成28年度　阿南市子どもインフルエンザ予防接種一部助成　提携医療機関一覧
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

伊島診療所 ３３－０３０４ 王子製紙㈱富岡診療所 ２３－５３３９

生野外科胃腸科 ４４－５５１１ 玉眞病院　 ２３－０５５１

高橋内科クリニック ４４－６２２２ 瀧内科外科医院 ２４－９１３３

富永医院 ４４－２１２３ 林整形外科 ２３－６０６０

羽ノ浦整形外科内科病院 ４４－６１１１ 井坂クリニック ２７－００４７

阿南川島クリニック ４４－６５５６ 是松医院 ２７－０３１６

むらかみ内科循環器クリニック ４４－１０１０ 殿谷整形外科医院 ２７－３３３４

益崎胃腸科内科医院 ４２－００２２ 阿南天満クリニック ２２－２２９９

村上内科外科医院 ４２－３１１０ 松﨑内科医院 ２３－５７７８

岸医院 ２３－０２７２ 加茂谷診療所 ２５－０２００

島内科眼科医院 ２２－１１４７ 天羽クリニック ２６－０１１２

原田病院 ２２－０９９０ 原田医院 ２６－０１０１

三谷内科 ２３－０２２２ じぞうばし内科外科福井診療所 ３４－３１３３

岩城クリニック ２３－５６００ きくち医院 ３６－３５１２

古川小児科内科医院 ２３－３３０６ 馬原医院 ３６－３３３９

かじかわ整形外科 ２４－５７５０

問い合わせは　保健センター　担当予防衛生係（☎22ー1590）へ

助成対象期間　10月１日㈯から12月31日㈯まで（診療時間の確認および予約をしてください。）
助成金対象者　予防接種を受ける日において市内に住所を有し、満１歳から小学校就学前までの年齢

にある子どもの保護者
助成金の内容　助成対象期間中１人２回まで、１回1,500円を限度に助成します。

なお、提携医療機関において予防接種を受ける際、その費用のうち、１回1,500円を
差し引いた額が請求されます。

提携医療機関へ持参するもの　住所および生年月日が確認できるものと印鑑
申請方法
　①　住所および生年月日が確認できるものを提示する。（例　こどもの医療費受給者証など）
　②　提携医療機関へ申請書を提出する。（申請書は提携医療機関または保健センターにあります）

【提携医療機関以外の医療機関で予防接種を受けた場合】
償還払による助成金の交付ができます。次の書類を添えて保健センターへ申請してください。
○阿南市子どもインフルエンザ予防接種助成金（償還払）申請書兼請求書（保健センターにあります）
○医療機関が発行する領収書
○助成金の振込先口座の通帳の写し
○印鑑
ただし、償還払の助成金の申請は、予防接種を受けた日の属する年度の末日（平成29年３月31日）
までです。

阿南市
子どもインフルエンザ予防接種費用一部助成

平成28年度からインフルエンザ予防接種の費用を一部助成します。
インフルエンザ予防接種は、希望して接種を受ける法定外の任意接種です。
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10月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  6日㈭　からだを動かして遊ぼう
12日㈬　園庭開放
13日㈭　助産師による育児相談
18日㈫　子育て支援合同運動会※要予約
20日㈭　おはなしのポケット、身体計測
27日㈭　お誕生会
◇毎週火・木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  4日㈫　おはなしだいすき
11日㈫　お散歩バッグを作ってみよう
13日㈭　おはなしたんぽぽさんによる

読み聞かせ
18日㈫　子育て支援合同運動会※要予約
20日㈭　子育て講座
25日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  4日㈫　ミュージックケア　※要予約
11日㈫　おはなしのポケット
18日㈫　子育て支援合同運動会※要予約
25日㈫　お誕生会
◇11月１日㈫にリトピュアリトミックを
予定しています。（予約受付中）

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　12日㈬　桑野公民館
　　　19日㈬　加茂谷公民館
　　　26日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
７日㈮、11日㈫、18日㈫、21日㈮、
25日㈫、28日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすく in 阿南

◇10月18日㈫は、子育て支援合同運動会
です。各保育所でのひろばはお休みです。

  4日㈫　保健師による身体計測　
　　　    10:00～11:00※母子手帳持参
11日㈫　おはなしを聞こう
18日㈫　子育て支援合同運動会※要予約
25日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
　７日㈮、14日㈮、21日㈮、28日㈮

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

  6日㈭　ミュージックケア乳児※
  7日㈮　高齢者とのふれあい会※
11日㈫　発育計測
14日㈮　自衛隊遠足※
17日㈪　発育計測・健康相談
19日㈬　お誕生会
21日㈮　保健センターの保健師さんによ

るお話
24日㈪　ミュージックケア幼児※
26日㈬　親子おいもほり※
28日㈮　おはなしコロリン
31日㈪　ハロウィンパーティー※
※行事によっては有料・申込制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

（※＝要予約）

おひさまひろば�
平日 9:00 〜 16:00

対象  子育てに関わっている方
内容  わかりやすいコミュ二ケーション方
法や、効果的な誉め方、落ち着くための方
法等を学び、練習します。
毎日のイライラをどうにかしたい方、気持
ちが楽になる講座です。4人以上集まれば
開催できます。
※参加費、テキスト代無料
問 こども相談室（☎22－1677）へ

徳島県親力アップ支援講座
怒鳴らない子育て練習法

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　11月4日㈮、11日㈮、18日㈮ 、

25日㈮
　　　各回10:00～12:00（4回連続講座）
場所　ひまわり会館3階　
対象　講座参加時に生後２カ月～５カ月の

子ども（第１子）とお母さん
（平成28年６月～９月生まれ）

定員　20組（先着）
※５組未満の場合は中止とさせていただき
ます。

参加費　無料（テキストは貸出しします）
※要申込
問 こども課
　 （☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

日時　10月29日㈯　13:30～15:00
場所　富岡公民館２階　大ホール
演題　「気になる行動への対応のポイント～
発達障がいのこどもたちへの支援を考える～」
講師　鳴門教育大学大学院
　　　学校教育研究科　
　　　准教授　小倉正義さん
※参加費無料
問 こども相談室（☎22－1677）へ

阿南市要保護児童対策地域協
議会の全体研修会

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごし
いただけます。ぜひ親子で気軽にお越しく
ださい。
日時　10月15日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

●あなん健康まつりに今年も遊びに来てね
親子で遊べるコーナーや「はらぺこあおむ
し」の劇をします。出張登録会も開催します。
日時　10月16日㈰　9:30〜12:00
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム

●あいあいファミサポフェスティバル
今年はとくしま動物園で開催します。ゲー
ムやヒーローショー、おみやげもあるよ！
日時　10月22日㈯　10:00～14:00
場所　とくしま動物園

●子育て相談会IN阿南
小林友子さんをお迎えして、子育ての悩み
や気になる所など、気軽に相談できます。
お子さまと一緒に参加も可能です。
日時　10月26日㈬　13:30～15:30
場所　阿南市社会福祉会館5階
参加費　無料　
※個別相談のご希望の方はご連絡ください。
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

て ひ ろば育子
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

新野高校文化祭
一般公開

新野高校にぜひお越しください。生徒一同
お待ちしています。
日時　10月２日㈰　9:45～14:00
場所　新野高等学校（新野町）
内容　模擬店、バザー、授業で作成した生

徒の作品等の展示、その他、イベン
ト盛りだくさんです。

問 新野高等学校（新高祭運営委員会）
　 （☎36－3215）へ

第35回徳島矯正展
日時　10月15日㈯　9:00～15:30
場所　徳島刑務所（駐車場約300台）
内容　所内参観・各種イベント、広報用ビ

デオなどの放映、コンピューターに
よる性格検査の実施、受刑者の文芸
作品等の展示、刑務所作業製品展示・
販売、藍染め体験、ちびっこ刑務官
コーナーなど

問 徳島刑務所企画部門
　 （☎088－644－0114）へ

技能検定試験のご案内 
12月～平成29年２月にかけて、実技試験
と学科試験が徳島県内各会場で実施されます。
職種　配管等43職種
申込期間　10月３日㈪～14日㈮の期間に

徳島県職業能力開発協会で受け
付けます。

問 徳島県職業能力開発協会
　 （☎088－663－2316）へ

ＪＩＣＡボランティア募集
①青年海外協力隊／日系社会青年
②シニア海外／日系社会シニア
対象　日本国籍を持つもの
①満20歳（平成29年４月１日時点）～
　満39歳（11月４日時点）
②満40～満69歳（11月４日時点）
募集期間　11月４日㈮　※応募書類必着
応募書類配布先　JICA四国、県国際交流
協会、市役所、下記説明会
●説明会
日時　10月16日㈰　13:00～17:00
場所　とくぎんトモニプラザ大会議室
内容　映画無料上映、体験談、世界のお茶

他
※参加無料、申込不要、入退室自由
問 JICA四国（☎087－821－8824）田村、
瀬戸山へ

高校生のための英語活動ひろば
ＡＣＥ（エース）

学校で習った文法の知識を総動員して、
ALT たちと英語活動してみませんか。少
人数なのでALT と深く関わることができ
ます。「英語が通じる喜び」、｢自分の思い
を英語で伝える感覚｣ を実感してください。
他高校の参加者ともお友達になれるので、
1人での参加も大歓迎です。
日時　 10月30日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館１階　 小会議室
対象　高校生　　　　　　　　　　　
参加費　無料
問 英語活動ひろばACE事務局　土井
　 （☎23－5875）へ　※19:00以降

阿南高専公開講座
農業ＩＣＴ技術者育成のための
i-Farm（農作業管理ソフト）講座
対象　一般の方
日時　11月25日㈮　18:00～20:30
場所　阿南高専　第一演習室
受講料　5,400円　　
定員　10人（先着順）
申込期間　10月17日㈪～28日㈮
申込方法　申込期間中に、電話でお申し込

みください。
問 阿南工業高等専門学校総務課
企画情報係（☎23－7215）へ
※土、日曜日を除く8:30～17:00

とくしまマリッジサポート
センター（マリッサとくしま）
出張登録会
マリッサとくしまは、結婚を希望する独身
男女に出逢いの場を提供し、サポートを行
うため公益財団法人徳島県勤労者福祉ネッ
トワークが、徳島県から委託を受けて、結
婚支援を行う公的センターです。
阿南市はマリッサとくしまの協賛企業・団
体として登録し、一緒に結婚支援に取り組
んでいます。
そこで、「マッチング（１対１のお見合い）登
録会」を開催します。事前予約が必要です。
日時　10月２日㈰　10:00～16:00
場所　ひまわり会館（特設会場）
登録料　10,000円（２年間有効）
持参物　３カ月以内の「独身証明書」（市

町村発行）、写真付き身分証明書
（副本）、写真1枚以上（3カ月以内、
上半身L版サイズ）

登録方法　①ホームページで仮登録・登録
会予約、②「マリッサとくしま」
または「登録会場」に来所のう
え、本登録

問 マリッサとくしま（☎088－656－1002）へ
※月・火・金12:00～20:00、土・日・祝
10:00～18:00
https://www.msc-tokushima.com

第 2 回 ウオーキング大会
コスモスの見頃に合わせて、２カ所をめぐ
るウオーキングを開催します。
日時　11月13日㈰　9:00受付　10:00出発
集合　那賀川河川敷第３緑地
　　　（桜づつみ公園前）　
山間コース　那賀川河川敷第3緑地～那賀

川堤防～古毛・明見ゾーン～
岩脇香風台公園、ミニ88ケ
寺～岩脇ゾーン

平地コース　那賀川河川敷第３緑地～那賀
川堤防～古毛・明見ゾーン～
岩脇ゾーン

解散　ＪＡライスセンター
駐車場　那賀川河川敷第３緑地
申込方法 11月４日㈮までに電話またはメ

ールでお申し込みください。
●第２回　コスモスリンク in川北
11カ所の開花情報を下記で確認のうえ、
コスモスをお楽しみください。
事務局前の船がある公園掲示板、阿波ナビ・
花へんろ紀行に掲載
問 那賀川北岸地域広域保全協議会
　（☎24－8318）へ
　e-mail:kawakita-ho15@tiara.ocn.ne.jp

労働相談会のお知らせ
解雇や賃金未払いなどの労使間トラブルに
ついて、徳島県労働委員会委員が、公益・
労働者側・使用者側の３人１組でそれぞれ
の立場から解決のためのアドバイスをしま
す。相談料は無料です。

〈日程〉
●10月２日㈰　13:00～16:00
　場所　ひまわり会館
　※予約優先
●10月  6日㈭　18:00～20:00
　10月13日㈭　13:30～15:30
　10月26日㈬　18:00～20:00
　場所　徳島県庁11階
　申込締切日　相談日の前日の15:00まで
　※要予約
問 徳島県労働委員会事務局
　 （☎088－621－3234）へ

楽しく学ぶ
「パソコン教室」

●インターネット講座（定員:各回15人）
　11月７日㈪、11日㈮、14日㈪
●画像編集講座（定員:各回15人）
　11月18日㈮、21日㈪、25日㈮
●ワード・エクセル講座（定員:各回15人）
　11月28日㈪、12月2日㈮、5日㈪
時間　①13:00～14:50　
　　　②15:00～16:50
場所　全講座とも羽ノ浦公民館
受講料　2,100円（３回分）
持参物　パソコン
※くわしくは、お問い合わせください。
問 NPO法人いきいきネットとくしま
　 県南支部事務局	 庄野
　 （☎090－2780－3200）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。12月号の締め切りは10月31日㈪です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

商店街等活性化セミナー 
“まちゼミ”編
“ まちゼミ ” を中心とした取組を題材に掲
げて、大量量販店にはない、個店の魅力を
生かした新たな商店や商店街の活性化策を
学ぶため、講演会＆勉強会を開催します。
日時　10月７日㈮　19:00～
場所　羽ノ浦町商工会館２階
講師　内閣府地域活性化伝道師　経済産業

省タウンプロデューサー　岡崎まち
ゼミの会　代表　松井洋一郎さん

受講料　無料
問 羽ノ浦町商工会（☎44－4858）へ

阿南市シルバー人材センター主催

「遙　洋子さん」講演会 
シルバー人材センター設立30周年を記念
して講演会を開催します。
日時　11月26日㈯　14:15～15:45
場所　夢ホール（文化会館）
講師　遙　洋子さん（タレント・作家）
演題　「はつらつ生きて活きて輝いて」
申込方法　シルバー人材センター（市民会

館2階）に直接お越しのうえ、
お申し込みください。1人2枚
まで指定席券を配布します。電
話での申込みは受け付けません。

申込期間　10月3日㈪～定員に達するまで
定員　100人　　入場料　無料
問 シルバー人材センター（☎23－2630）へ
※土、日、祝日を除く9:00～16:00

劇団〈夢創〉
第17回公演　音楽劇
いける、いける、
Don't worry. 
Be happy!
40年前、加茂谷であった不思議な出来事！
かも道はここからよみがえった！
日時　10月  9日㈰　18:00～
　　　    　10日㈷　11:00～、15:00～
※上記は開演時間、開場は各公演の30分前
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　一般2,000円、高校生以下1,000円

一部指定席有り　座席指定券500
円（入場券と併せてお使いくださ
い。座席指定券は事務局で販売し
ています。）

※当日券も販売します。
問 劇団夢創事務局
　 （太陽高速印刷内☎22－0268）へ

全国一斉！法務局休日相談所
日時　10月２日㈰　10:00～15:00
場所　徳島地方法務局（徳島市）
相談時間　30分以内
相談内容　登記・供託・戸籍・国籍・人権、

公証事務（遺言証書作成、成年
後見等）に関する相談全般

相談料　無料
※予約制ですが、予約に空きがある場合は
当日でもご相談をお受けします。
問 徳島地方法務局総務課
　 （☎088－622－4318）へ

ママと赤ちゃんのふれあい教室
●ファーストサイン教室
まだ上手におしゃべりができない赤ちゃん
に、もっとファーストサインで気持ちを伝
えよう♪
10月  6日㈭　フェイスサインで気持ちを

伝えよう
    　13日㈭　ボイスサインで気持ちを伝

えよう
    　20日㈭　サインで気持ちを伝えよう
対象　０歳～２歳までの親子５組
●1歳から始める♪ベビーマッサージ教室
ベビー期を過ぎしっかり動けるようになっ
た今こそたくさんわが子にふれよう！
10月  7日㈮　お家ですぐできるベビーマ

ッサージ
    　14日㈮　便秘や風邪予防に効果的な

ベビーマッサージ
対象　はいはい期～４歳までの親子５組
持参物　バスタオル１枚
●教室中の写真でアルバム作り♪
10月27日㈭　上記の教室に参加された時

の写真でアルバムを作成し
ます。

〈共通事項〉
時間　10:00～11:00
場所　中野島公民館2階　和室
材料費　１回1,500円
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly金光
　 （☎24－8710）へ

第42回「春日野まつり」 
あななん、すだちくんも来るよ。
日時　10月９日㈰　12:00～22:00
　　  ※雨天の場合は一部中止あり
場所　春日野体育館、春日野グラウンド周

辺（羽ノ浦町）
内容　パットライス無料配布（13:00～）、

「あめご」つかみ取り大会、子ども
さんとお年寄りの輪投げ、じゃんけ
ん大会、和太鼓、ジャム缶（地元メ
ンバー）によるコンサート、もち投
げ、阿波踊りなど

※夜店もたくさん出ます。
問 春日野まつり実行委員会　船田
　 （☎090－1575－1630）へ

県立南部テクノスクール
受講生募集 
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か

ら受講あっせんを受けた方
訓練科　①IT技能科２　
　　　　②テレオペレーター科
内容　①ワード、エクセル、パワーポイン

トなど②電話対応スキル、ワード、
エクセル、パワーポイントなど

訓練期間　①11月14日㈪～平成29年２月
13日㈪　②12月１日㈭～平成
29年２月28日㈫　

　　　　　※日、祝日、年末年始は休校
訓練時間　①9:00～15:50②9:35～15:55
訓練場所　①四国進学会阿南校
　　　　　②県立南部テクノスクール
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
定員　15人
申込期間　①10月24日㈪まで
　　　　　②10月11日㈫～11月10日㈭
申込先　居住地を所管する公共職業安定所へ
問 公共職業安定所または南部テクノスクール
　 （☎26－0250）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科
●構造物加工技術科デュアルコース（６カ月）
　訓練期間　12月１日㈭～
　　　　　　平成29年５月30日㈫
●電気設備技術科デュアルコース（７カ月）
　訓練期間　12月１日㈭～
　　　　　　平成29年６月30日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
※概ね40歳未満の方対象
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　10月３日㈪～11月７日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

スポーツいきいき
交流イベント 
日時　11月13日㈰　9:30～11:30
場所　那賀川スポーツセンター
内容　親子の運動遊び・キックバイク体験、

ニュースポーツ・昔遊び、格闘技エ
クササイズ、スポンジテニス、スポ
ーツチャンバラ、コンディショニン
グケア

参加費　無料
主催　Rex なかがわ、サンアリーナスポ

ーツクラブ、徳島県総合型地域スポ
ーツクラブ連絡協議会

後援　阿南市教育委員会
※動きやすい服装、室内用シューズ持参で
ご参加ください。

問 Rexなかがわ事務局（那賀川スポーツ
センター内☎42－0390）へ
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

若者ＵＰプロジェクト
就職につながるパソコン講座 
日本マイクロソフト㈱と協働したパソコン
講座でエクセルの基本操作を学びます。短
期集中でエクセルのパソコンスキルを身に
付けたい方にはぴったりの講座です。また
予約制で若者の就労相談も行っています。
対象　義務教育終了後15～39歳までの無

業の方　※学生不可
日時　10月18日㈫、19日㈬
　　　13:00～16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
定員　5人　　受講料　無料
申込締切日　10月17日㈪
※要予約
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

講演会「徳島県南部の遍路道と
休憩所（ヘンロ小屋）」 

日時　10月22日㈯　13:00～15:00
場所　阿南市商工業振興センター
内容　「四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジ

ェクト」を支援する会役員、柴谷宗
叔・高野山真言宗大僧都が澄禅が歩
いた江戸時代前期の遍路道について
講演、歌一洋・プロジェクト提唱者
が徳島県に完成したヘンロ小屋作り
への想い

※聴講無料
問 四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェク
トを支援する会事務局
（☎06－6264－2150）へ

地域日本語指導ボランティア
養成講座 in 阿南

外国人の方への日本語の教え方を一緒に勉
強しませんか。
日程（すべて土曜日　10:00～16:00）
〈前期〉10月15、29日、11月12、19、26日
〈後期〉平成29年１月14、21、28日、
　　　２月18、25日
場所　富岡公民館1階　小会議室
内容　初級日本語の教え方
テキスト　前期「みんなの日本語初級Ⅰ第

２版本冊」、後期「みんなの日
本語初級Ⅱ第２版本冊」（各
2,700円）

※各自で購入してください。
受講料　無料
申込方法　氏名、住所、連絡先（携帯電話

番号やメールアドレス）、活動
経験の有無を記入のうえ、10
月11日㈫までに電話またはメ
ールでお申し込みください。

問 阿南市国際交流協会（☎44－6652）へ
e-mail:himawari_aia_2012@yahoo.
co.jp

赤ちゃんもママもHAPPY に
ベビーマッサージ教室 
保育士によるべビマ&おしゃべりでリフ
レッシュしませんか♪
日時　10月７日㈮　10:00～11:30
　　　（11:00～おしゃべり会）
場所　那賀川社会福祉会館２階
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子５組
　　　※要予約
参加費　1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）
問 RTA指定スクール PLUS BABY　玉置
　 （☎090－2895－0224）へ

10月１日㈯から
徳島県最低賃金時間額716円 
※一部の産業には特定最低賃金が定められ
ています。

問 徳島労働局労働基準部賃金室
（☎088－652－9165）または最寄り
の労働基準監督署へ

司法書士による
「法の日」を記念した相談会 

日時　10月13日㈭　
　　　午前の部　10:00～12:30
　　　午後の部　12:30～15:00
場所　ひまわり会館２階　研修室うめ
問 徳島県司法書士会
　 （☎088－622－1865）へ

Waンダーふれあい祭り2016
あななんとすだちくんもくるよ♪
日時　10月30日㈰　10:00～15:30
場所　福井町舟端１番地
内容　▶「妖怪ウォッチキャラクターショ
ー」①11:00～②14:00～▶「橘湾石炭火
力発電所見学会」①10:30～②12:30～③
14:30～▶「あなん子ども太鼓」①10:00
～②13:00～▶「スケッチ水族館」「はたら
く車大集合！」、「ダンボール迷路」10:00
～15:30▶スーパーボールすくい、花苗プ
レゼント、じょにぃのバルーンプレゼント
▶食べ物屋台ほか
※参加、観覧無料
※悪天候の場合は中止となる場合があります。
問 Jパワー＆よんでん Waンダーランド
　 （☎34－3251）へ

ノルディック・ウオーク交流大会
対象　60歳以上の方
日時　10月26日㈬　9:30～13:40
※少雨決行
集合場所　スポーツ総合センター
内容　交流大会、昼食・懇親会、ロープワ

ークなど
コース　スポーツ総合センター→福村町方

面→王子製紙社宅→福寿荘→東部
自然公園→皇子神社→スポーツ総
合センター（約６キロ）

参加料　１人500円（ポール貸出300円）
定員　50人（先着順）
申込締切日　10月10日㈷

問 とくしまノルディック・ウォーク協会
　 （☎088－669－6223）へ

ウオーキング in かもだ岬

日時　10月22日㈯　10:00～13:00
　　　※雨天の場合は中止します。
集合　10:00集合　かもだ岬温泉駐車場
　　　（参加賞をプレゼント）
コース　かもだ岬温泉→かもだ岬灯台（小

休憩）→蒲生田小学校→かもだ岬
温泉の約６キロメートル

参加方法　申込不要。当日かもだ岬温泉に
集合してください。

参加費　無料
持参物　タオル、飲料水など
※小学生以下の方は、保護者同伴でご参加
ください。
☆ウォーキングの後はかもだ岬温泉で、ゆ
っくりと身体を癒してみませんか。
問 かもだ岬温泉保養センター
　　（☎21－3030）へ

行政書士による無料相談会

許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　10月29日㈯　9:30～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許

可などの許認可手続き、相続な
どについて

問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 （☎26－1157）へ

「那賀川源流
コンサート」 
那賀川の上流から下流までの流域住民の交
流促進を願い「那賀川源流コンサート」を
開催します。
日時　10月30日㈰　10:00～12:00（予定）
場所　四季美谷温泉前広場
　　　（那賀郡那賀町横谷字夏切３番地３）
※阿南市役所横見駐車場より無料で送迎し
ます。（先着順で締め切ります）

※コンサート出演者・参加者募集に関する
情報を掲載していますので、那賀川河川
事務所ホームページご覧ください。

問 那賀川河川事務所調査課
　 （☎22－6562）へ
　 http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
2日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060
9日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

10日 阿 南 天 満クリニック 上 中 町 ☎22−2299
16日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
23日 富 永 医 院 羽ノ浦町 ☎44−2123
30日 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 ☎44−1010

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

10月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設10月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 3・11・17・24・31日
那賀川スポーツセンター 5・12・19・26日
羽ノ浦総合国民体育館 3・11・17・24・31日
羽ノ浦健康スポーツランド 3・11・17・24・31日
県南部健康運動公園 4・11・18・25日

10月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

５日㈬、19日㈬　17：15〜18：15　第１仮庁舎１階

秋たけなわ。各地で行われている祭りを取材すると、参加者はみんないい表情。その町の豊かなつながりを感じます。人口減少社会を
迎え、地域を取り巻く状況は厳しいですが、町の祭りを盛り上げていくことこそ地域活性化の早道ではないかと思いました。（谷内）
子育ての場、交流の場、情報共有の場、そして憩いの場。さまざまな側面をもつ「ぴよちゃんくらぶ」には、毎回たくさんの常連さん
が集まっています。お母さんやお父さんが、メンバーの皆さんと一緒になって、赤ちゃんに笑顔で優しく語りかける姿がとても印象的
でした。（藤井）

編集室の

窓

10月の市税
■市　県　民　税（第３期）
■国民健康保険税（第５期）
　納期限は、10月31日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替について
軽自動車税、固定資産税（全期）、市県民税（全期）の
口座振替済通知書はすでに郵送しています。市県民税（各
期）、固定資産税（各期）、国民健康保険税の口座振替済
通知書は28年度最終納期後に郵送する予定です。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  30日㈰  8:30〜17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

10月の相談

弁護士による法律相談	 ６日㈭、20日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談	 11日㈫、25日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 28日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 ５日㈬
時 13:30～16:00　所 椿公民館、中野島総合センター
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 19日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ３日㈪、17日㈪、24日㈪、31日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ４・11・18・25日　時 13:00～17:00
日 14・28日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約）	今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※11月の相談日は10日です。

人口と世帯数

人　口　75,162 人 （−81）
（男）	36,330 人 （−49）
（女）	38,832 人 （−32）
世帯数　30,701世帯（−12）
※平成28年８月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　63,189人
（男）	　30,317人
（女）	　32,872人

※平成28年９月２日現在
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を
盛
り
込
ん

だ
り
と
読
み
方
に
も
創
意
工
夫
が
満
載
。
ほ

か
に
も
、
英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
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阿南

ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第123回

ぴよちゃんくらぶ

みんなで歌って手遊び

夢中で絵本を見つめる

作
り
の
小
物
を
使
っ
た
紙
人
形
劇
「
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
」
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
得
意
分
野
を

生
か
し
た
特
色
あ
る
お
は
な
し
会
が
好
評

だ
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
が
動
き
回
っ
て
い
て
も
、
声
は

届
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
家
で
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
す
る
際
、
紹
介
し
た
絵
本
や
読
み

方
が
参
考
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
赤
ち

ゃ
ん
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る
家
庭

で
育
つ
子
は
、
き
っ
と
優
し
い
子
に
育
っ
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
代
表
の
田
中
房
子

さ
ん
（
76
歳
・
那
賀
川
町
）
は
ほ
ほ
笑
む
。

　

阿
南
市
で
は
、
平
成
16
年
８
月
か
ら
生
後

４
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を
実
施
。
赤
ち

ゃ
ん
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
興
味
を
も

つ
親
が
増
加
す
る
な
か
、「
ぴ
よ
ち
ゃ
ん
く

ら
ぶ
」
へ
の
期
待
も
膨
ら
ん
で
い
る
の
が
現

状
だ
。
会
場
内
に
響
く
柔
ら
か
い
声
と
笑
顔

で
包
ま
れ
た
〝
優
し
い
空
間
〟
を
求
め
て
、

今
日
も
た
く
さ
ん
の
親
子
が
訪
れ
て
い
る
。

来たらまずスタンプを押印

絵本にあわせて「高い高い」

広報あ な ん 2016.10　32


